
�ז㣐ֹ׶״
湡垥חぢֽג�
Ⱏ׶》ח穈׬
パ٦ト٦ش

サステナビリティレポート

TM

This report was printed by a WBENC-certified firm.  
Printed using agri-based inks on FSC®-certified paper.

劤爡ٕغ٦ؚٗ
1 Ecolab Place, St. Paul, MN 55102
www.ecolab.com 1 800 2 ECOLAB
©2020 Ecolab USA Inc. All rights reserved.55588/0800/0320

2019䎃䏝ן״ֶز٦هٖ؍ذٔؽشذأ؟ز٦ٖه٦؝ GRI؎ٝأؙحرⰋ
俑כ www.ecolab.com/sustainability׀ד鋮ְׅתֽ׌׋կ

׾הֿך㢳ֻ׶״噟ָ⟰ך⚥ծ⚅歲כنٓ؝ؒ
תְג׏遤׾佄䴂ך׭׋׷㹋植ׅד葺ְ䕎׶״
ׅկⰕ遚遹欰׾㸚׶ծ㣓搫项彁׾⥂隊׃なָ׵
➂ղ׾ؤ٦صך弫כח׭׋ׅ׋ծ欵噟ך㔐䗁⸂
ָ重要ׅדկؒכي٦ثٕغ٦ؚٗךنٓ؝ծ
ֶ㹏圫ָ✲噟׾涪㾜ׇׁծ⚅歲ـ؍ذآهחな
䕦갟׷ׅز٦ه؟ֲ״׷ֹדָהֿׅ׵׋׮׾
կׅתְג׃⸃岣חהֿ

猘כ׍׋ծ׶״㣐ֹז湡垥חぢֽגⰟ׶》ח穈
կׅד٦شパ٦ト׬

TM



⠓ꞿⰯ CEOהآ٦إحًך湡如 .................................................... 2

侧㶵نٓ؝ؒ׷׫ד .......................................................................... 3

eROI...................................................................................................... 4

䭯竲〳腉ז劢勻ך圓眠 ...................................................................... 5

2030䎃؎ٝ٦ٕ؞زؙػ ............................................................... 7

.................................................. زؙػٝ؎٦وةأؕךنٓ؝ؒ 9

パ٦ト׾فحء٦ش鸐ׄג䱿鹌 ...................................................... 11

.................................................................................. ؍رةأأ٦؛ 13

湡垥麦䧭׶》ךפ穈׫ ...................................................................... 19

㕂鸬 SDGsח屟׋׏湡垥 .................................................................. 21

2020䎃䏝ך湡垥أٝو٦ؓؿػה............................................... 23

...................................................... فحءس٦ُٙثأ٦ة٦ؓؐ 25

.................................................................................. ّٝء٦كظ؎ 27

宏盖椚٦ٕخ ...................................................................................... 29

醡ㅷ؍ذٔؽشذأ؟ך .................................................................. 31

.............................................. ّٝآ٦ؙٕٝ؎؍ذء٦غ؎ت 33

.............................................................. ّٝء٦ٖٔ؍ذصُى؝ 34

㸜Ⰻ ...................................................................................................... 35

「颣٥邌䕤 .......................................................................................... 37

嚊要ה项俱 .......................................................................................... 38

׷䟝ׅ✮׵ַ➙
10䎃䖓ך⚅歲 

⚅歲⚥ד➂〡ח׵ׁכ 10⭙➂㟓⸇ׅה׷䟝㹀ׁׅתְג׸կ
铩ָ׮䘯黝な欰崞ה⨳Ⰻな㖑椔׾劄ֲ׳׃ד׬կֿכהֿךծ
⚅歲涸な铬겗ה㣓搫项彁ך㉏겗ך鍑寸חぢֽגⰟ׶》ח穈׬
կׅתְג׃䠐㄂׾הֿ׷ְג׏ת劍䖉ָ넝ה꨽要ךהֿ

鞢ַד䭯竲〳腉な劢勻׾眠ֹծׅךגץ➂ղח然㔿׷׋欰崞
ד堣⠓כծ䮋䨌ָ׿ׇת׶֮כד⽃知כהֿ׷䲿⣘ׅ׾颵ך
ծל׭穈׶》ג׃⸃⼿ָ׍׋կ猘ׅת罋ִכنٓ؝ؒה׷֮׮
㉏겗׾鍑寸ׅך♳⟄׷䧭卓ّء٦ُٔاׅ׵׋׮׾ン׾鋅א
կׅד׆כ׷ׇ⳿ֽ

ד葺ְ䕎׶״׾הֿך㢳ֻ׶״噟ָ⟰ך⚥ծ⚅歲כنٓ؝ؒ
㹋植ׅך׭׋׷佄䴂׾遤ׅתְג׏կⰕ遚遹欰׾㸚׶ծ㣓搫
项彁׾⥂隊׃なָ׵➂ղ׾ؤ٦صך弫כח׭׋ׅ׋ծ欵噟ך
㔐䗁⸂ָ重要ׅדկ  ➙䖓 10䎃꟦ך䠐䙼寸㹀ָծ䭯竲〳腉ז
欰崞圫䒭ך㹋植׾䊩〸ׅת׃կؒ٦ثٕغ٦ؚٗךنٓ؝
な䕦갟ـ؍ذآهח涪㾜ׇׁծ⚅歲׾ծֶ㹏圫ָ✲噟כي
�ְג׃⸃岣חהֿ׷ׅز٦ه؟ֲ״׷ֹדָהֿׅ׵׋׮׾
կׅת

会長兼 CEOのメッセージと目次

鸐׾׫穈׶》ךה㖑㚖爡⠓װ㹏圫ֶ׋תծגְֶחծ荈爡כחنٓ؝ؒ
կׅؒת׶֮׮⟢顑ך׉ծ׶ָ֮⸃腉ׅ⤛׾⻉㢌ךأٓفחծ⚅歲גׄ
կ➂珏涸♶䎂瘝ծCOVID-19ָׅתְגִ⪑׾⸃饯ֿׅ׾⻉ծ㢌כنٓ؝
⨳䏿ה穗幥ׅ׵׋׮ח䕦갟ծ宏♶駈ծג׃׉⡦׮׶״孡⦪㢌⹛なוծ⚅
歲ָ湫꬗ׅ׷㢳ֻך㉏겗׾罋ִֹה׋ծכ⸃ך׉ꬊ䌢ח重要ׅדկ䔲爡
ծ䬐׋תծ׶֮ד㶷㖈׷ֹדָה䬐ֲֿ׾畭♧ךな㉏겗鍑寸ֲ״ךֿכ
կׅדך㶷㖈なֹץֲ
ךד䊜ةاطى׷֮ך劤爡نٓ؝ؒ George Floyd孑ך䝰ⷚ涸な娤׏״ח
ָהֿ׷֮ד遤⹛ָ䗳要ח׍湫גぢֽח爡⠓涸Ⱅ姻ה䎂瘝ךծ➂珏꟦ג
嵤ֹ䕝׸ׁח׶ծ⚅歲ך岣湡׾꧊׋׃ת׭կ劤ٖ׮דز٦ه稱➜ְג׃
׃倜׷ꟼׅחّٝآ٦ؙٕٝ؎؍ذء٦غ؎تכنٓ؝ծؒחֲ״׷
ְ湡垥׾㨣ג׃ה׭ծ׶״鴼鸞ַא滠㹋な鹌䯴חぢֽג㽴⸂ׅת׃կ爡
ⰻ׵ׁךדな׷崞⹛׿׹׍׮כ䗳要ָׅדծⰻ鿇׶》ךדֽ׌穈כד׫
♶⼧ⴓה׷֮ד罋ִׅתկ㢩鿇חぢֽ׋崞⹛׮ծ䖞勻ה嫰גץ㣐䌴ח䓼
٦غ؎تךծ爡ⰻכגְג׃搀鋔׾Ⱅ䎂♶ךծ⚅꟦׵な׈կなׅת׃⻉
ٓ؝կׅؒד׵なְַֹדכהֿ׷㹋植ׅ׾ّٝآ٦ؙٕٝ؎؍ذء
ծ重要דהさֲֿ׃⸃⼿ה٦ت٦ٔך؍ذصُى؝ך➭כ٦ت٦ٔךن
կׅתְג䖤׾鋔挿װ䗳要な鋅陎ח׭׋饯ֿׅ׾⻉䭯竲〳腉な㢌ד
⚅歲ָ COVID-19ך䠬厩䭁㣐ח甧׍ぢַהֹה׋׏ず圫חծ㣐ֹな铬겗ח
կCOVID-19ׅדַ׵僇כך〳妀な♶ָהさֲֿ׃⳿׾⸃ծ׭׋׬穈׶》
ָ➂ղ׋ִ♷חأطآؽװ䕦갟כ⚅歲ぐ㖑ד殯な׶ծ➜Ⰵװ⼿锃ך玎䏝
׷ְג׃կ➙ծ⚅歲ָ穗꿀ׅת׶㢳ֻ֮׮鿇ⴓ׋׸䊩〸ׁחس٦ؾأװ
䓲כְ׷ծַ֮׷׭넝׾أٝؒٔآٖחְַָ⪑彊הծ鎘歗ָ׉ֿהֿ
կׅת鎉ִה爙ׅ䓼⸂な⢽׾ַ׷׭
顀ח䠬厩䭁㣐꣇姺ךإٔ؎ؐךֿג׃⸃⼿ה䖞噟㆞ֶָ㹏圫ךنٓ؝ؒ
柃׃ծ㔐䗁׾佄䴂׾הֿ׷ְג׃钖ח׶䙼ְׅתկ⚅歲ָⱄן㖑椔鋉垷
ךծず圫כחֹה׷ぢֽ׾湡חؙأ㣐ֹなٔך孡⦪㢌⹛װ宏♶駈㉏겗ך
攦䗰ׁה堣佴ָׁ実ֲ׳׃ד׷׸׵׭կָأطآؽ帾ⵟな穗幥涸㖇⸂ח
湫꬗ׅ׷➙ծ倜׋な㖑椔鋉垷ך拄㹱׾꣇ּכחծֿחؙأٔך׵׸㼎Ⳣ
窟さ׾湡垥؍ذٔؽشذأ؟חٕرٌأطآؽկ׿ׇת׶なל׸なֽ׃
׷׸׵׭実ח♳⟄דת׸ծָֿأٝؒٔآٖך噟⟰׷׸׵䖤דהֿ׷ׅ
կׅת׶なחֲ״
״׷ֹד㹋植׾הֿך㢳ֻ׶״ד㼰なְ项彁׶״ծֶ㹏圫ָכنٓ؝ؒ
ؽشذأ؟חծ䌢׵なָ׃黼㸚׾⟢顑׷ֶֽחծ䔲爡✲噟׃ز٦ه؟ֲ
ٖךկֿ׋׃תֹג׃鹴遤׾噟✲׵甧ׇׁなָ⚕׾穗幥涸ⵃ渣ה؍ذٔ
׋ׇ׻さ׾搊挿חծ宏ծ孡⦪ծ굸ㅷծ㢳圫䚍ծ遹欰כדز٦ه 2030䎃
׏׮׾な湡垥׋倜ך׵׸կֿׅת׃涪邌׾湡垥؍ذٔؽشذأ؟ךדת
ծ䔲爡噟׃ל⠼׾䕦갟ךأٓفג鸐ׄ׾׫穈׶》ךה㹏圫ֶכծ䔲爡ג
⹡ⰻ׶》ךד穈ך׫⤛鹌װծ醡ㅷח؍ذٔؽشذأ؟ך㼎ׅ٦ٗف،׷
ծ׃鹌⤛׾ّٝآ٦ؙٕٝ؎؍ذء٦غ؎ت׋תծ׃㹋植׾䭁㣐ךث
耵㜥ה㖑㚖爡⠓ד⣣⦼׾㹋騧ׅת׃կ
麦䧭ָ㔭ꨇな湡垥כהֿ׷֮ד䪫濼ָׅתְג׃ծ䘊׾넝ֻ䭯לגծ״
ꬠ倜ח䌢כדկ䔲爡ׅתְג׏濼כ׍׋猘ה׷ֹד㹋植׾הֿך㢳ֻ׶

ך噟珏ךגץׅו׿הקך⚥ծ⚅歲כկ䔲爡ׅתְג׭鹌׃䱿׾何㊣ה
ֶ㹏圫׾فحء٦شز٦ػה眠ֹծ鸬䵿ג׃宏ծؒ٦ؘٕطծ䐖唱暟ծ
ծכדز٦هٖךկֿׅתְג׃Ꟛ涪׾ّٝء٦ُٔاׅ׵幾׾زأ؝
⦼䭯竲〳腉な⣣ן״㣐䌴な眍幾ֶ׋׸麦䧭ׁג鸐ׄ׾ّٝء٦ٖنٓ؝
կׅתְג׃➜稱׾⢽✲ך⳿ⶼך
ךծⰋ⚅歲כنٓ؝ؒ 300♰鵚ְ䬿挿ד傈ղֶ㹏圫הⰟח⫴ֹծ⚅歲⚥
ךפ㹏圫ֶחծ2019䎃כկ䔲爡ׅתְג׃׵׋׮׾زؙػٝ؎窫㣐なח
ծさ鎘ג鸐ׄ׾⸃⼿ ⭙眍秈7ך宏ךٝٗؖ⭙2,060 1,200♰➂ָ 1䎃
꟦ח䗳要׷ׅה궪俱宏ח湱䔲ծ28⯐ Btuך٦ؘٕطؒך眍秈ծ150♰
կ׋׃ת׃㹋植׾㔐鼘ך⳿䱖أ庛㹓⸬卓ؖךٝز
卓ָ⿾⸬׋׸⮚׷׸׵䖤ג׏״חفحء٦شز٦ػծכח侧㶵ך׵׸ֿ
僥ׁׅתְג׸կ㢌⻉ׅ׷⚅歲ך꨽要ח䘔ִכח׷ծ㖑㚖爡⠓ה⟰噟ך
㔐䗁⸂׾ぢ♳ׇׁג׃⸃⼿ח׭׋׷⫴ֹծ㢌ꬠ׾遤ֲ䗳要ָׅ֮ת׶կ
⚅歲⚥ך⟰噟ָծ孡׵ַֹב遤⹛ךפ獳遤ծⰟず⡤ך钭秈ךפ⿫⸇ծ䠐
妜涸湡垥ך鏣㹀׾㹋騧׃㨣ׅתְג׭կ䭯竲〳腉דⰕ䎂な鼅䫛ֿ׷ׅ׾
׶֮אא׶䎢ָכ钠陎ְֲהְ׃姻׮ח׭׋ך噟✲׮ח׭׋ך爡⠓ָה
կׅת
㖑㚖爡⠓ֶה㹏圫ך䧭⸆ָؒךنٓ؝䧭ꞿאחなָׅת׶կ猘ָ׍׋䧭
ꞿׅל׸ծ⚅歲⚥׶״ח㢳ֻךأٓفך䕦갟ׅתֹדָהֿׅ׵׋׮׾կ
⚅歲׶״׾幠患חծ㸜Ⰻחծ⨳䏿涸׃חծ㖑㚖爡⠓ה✲噟׾䧭⸆ׇׁな
ֹב㛇ה׶ַ׏׃ח⢪ㄏךنٓ؝ְֲؒה׷㸚׾㣐ⴖな项彁װղ➂׵ָ
なָ׵ծ  10䎃䖓ך劢勻׾鋅䰘ִծ䠐妜涸׶》ח穈ֻײד׿䨽㶷ׅדկ

湡垥חぢַג׏遤⹛׃ծ⸂׾さׇ׻ծ⚅歲׾㢌ִ׷

Douglas M. Baker, Jr. 

⠓ꞿⰯ $&0 
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数字でみるエコラボ

97
年の成長と革新の
歴史

フットプリント

価値の提供によりお客様を支援する
現在でも未来でも、経済的な成功を収めるには、持続可能なビジネスモデルの構築が不可欠です。 
エコラボは、オペレーション効率、品質、安全性、環境面でのメリット（水やエネルギー使用量ま
たは温室効果ガス排出量の削減など）を通じて成果を持続的に達成することで、お客様をサポート
することに注力しています。

 

eROI による成果の数値化。
eROI は、指数関数的な投資収益率を意味します。eROI はエコラボのソリューションとサービス
がもたらす利益を測定する方法であり、お客様の投資利益率を数値化するのに役立ちます。この
数値は、パフォーマンスの向上、オペレーション効率の向上、環境への影響の改善を示します。
エコラボのソリューション、知見、手法を採用すると、お客様の事業を改善するだけでなく、成
長の過程をさまざまな指標によって記録し、価値を証明することができます。2019 年に、産業
関連分野における eROI プロジェクトでは年間 2 億 7,500 万ドル以上の削減を実現しました。 

本レポートで取り上げているケーススタディでは、エコラボがパートナーシップ、知見、技術、トレー
ニングを通じてどのように成果を出しているかについて紹介しています。

1,300 万ドル
2019 年にエコラボ財団、企業寄付、ボランティ
ア活動を通じて支援

スチュワードシップ

歴史

19
グローバルテクノ
ロジー＆イノベー
ションセンター

研究

人材

50,000
名の従業員

27,000
名のセールス・サービス担当者

イノベーション

10,000+
件の特許

1,600 名の研究、開発、
エンジニアリン
グの専門家

300 万
カ所におよぶ顧客拠点

170
カ国以上

eROI

価値とは何でしょうか。なぜ重要なのでしょうか。
価値創造は、あらゆるビジネスにとって主要な目的です。価値が 
成長を促進するからです。価値創造とは、お客様、パートナー、地域
社会にポジティブで有意義な影響を与えることを意味します。

事業パフォーマンス改善と
トータルコスト削減により、
持続可能な成果を獲得する

エコラボは、お客様の価値の設定と創出をサポートすることで、お
客様が世界中で創造する価値をさらに高めることができるよう支援
いたします。お客様の意欲的な目標に沿った取り組みにより、ビジ
ネスの飛躍的成長とサステナビリティの促進を実現します。私たち
は、より大きな目標に向けて共に取り組むパートナーです。 

水

エネルギー

廃棄物

温室効果ガス

生産性

資産保全

収益性

健康と安全 

食品衛生

レポートで使用する以下のアイ
コンは、達成した成果の種類を

示しています。
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世界は複雑さが増す一方で、可能性も増しています。  私たちは価値を
創造し、明るく繁栄した未来を築くことを目標に取り組んでいます。こ
れからの新たな 10年の始まりの年に、当社は、2030年までのサステ
ナビリティ目標に着手します。お客様へのサポートおよび自社の事業運
営を通じて意欲的な目標を達成すべく、エコラボはポジティブな影響を
生み出すために皆さまと共に取り組みます。

ンّء٦ُٔا׷׭넝׾颵ך欰崞ךղ➂ךגץׅ

䭯竲〳腉ז
劢勻ך圓眠

555 6 2019 ز٦هٖ؍ذٔؽشذأ؟نٓ؝ؒ



⚅歲⚥ד
➂ղה顜重な项彁׾㸚׶なָ׵ծؒךنٓ؝䪮遭ֶכأؽ٦؟ה㹏圫ך䫎项　渣桦F30*ך䭷侧ꟼ侧涸㟓⸇
ךկ䔲爡ׅת׃佄䴂׾ 2030䎃؎ٝכד٦ٕ؞زؙػծֶ㹏圫ָ✲噟׾涪㾜ׇׁծـ؍ذآهな䕦갟׾欰׫⳿
կׅת׃湡䭷׾麦䧭ך♴⟄կׅת׃➜稱׾׫穈׶》׷״חي٦ثٕغ٦ؚٗך׭׋ׅ

䔲爡ך 2030䎃؎ٝח٦ٕ؞زؙػꟼׅ׷鑫稢כծecolab.com/sustainabilityְׁ׌ֻג׃أإؙ،חկ

䔲爡ך✲噟麊㌀
ֶ㹏圫׶》ךה穈הزؙػٝ؎׷״ח׫⚛遤ג׃ծ荈爡ך✲噟麊㌀׾鸐ׄג㢌⻉ׅת׃׵׋׮׾կ㕂鸬չ䭯竲〳腉なꟚ涪湡垥պSDGs
ֻב؍ذصُى؝ך㸜Ⰻな䖞噟㆞דծⰕ姻׫㺡ח㢳圫䚍ה㺁䚍」כדծ䔲爡ִ⸇ח卓侒な湡垥׷㼎ׅחծ橆㞮ג׃הزًٝزحى؝ךפ
կׅת׃⸃岣ח׫穈׶》ך♴⟄חדתկ2030䎃׋׃ת׃鏣㹀׾湡垥ְ׃倜׋׃أ٦ؕؓؿח׶

宏㉏겗כ⚅歲涸ח䌢䡾⻉ׅתְג׃կֿתתך
溪宏ָד⚥歲⚅חדתծ2030䎃כד 40%♶
駈ׅ׷✲䡾חなׅת׶կ1׭׋ך׉ծؒنٓ؝

㹋倵׾׫穈׶》ך׭׋ׅ׵׋׮׾な䕦갟ـ؍ذآهח宏项彁כד
կׅתְג׃鎘歗׾♴⟄կׅת׃
•  《宏ꆀך 넝ְ宏ךꤹ䚍⽬׷ծ宏项彁ָ♶駈ׅ׃㔐䗁׾♳⟄50%
㚖ワ鴟דչ،ٓ؎،ٝحءس٦ُٙثأ٦٥ة٦٥ؐؓ٦ؓؿ٥أ
׷䖤ׅ》׾պAWS钠鏾ف

•  全社ג׏׋׻ח欰欵⽃⡘חה׀ 40%⵴幾ְֲה宏项彁ٓفךפ
׷麦䧭ׅ׾䕦갟湡垥ךأ

孡⦪㢌⹛꣇姺ךפ顀柃װכ׮כ鼅䫛ך⡭㖑כ
鏣׾湡垥׋ְב㛇חկ猰㷕涸呎䬿׿ׇת׶֮

㹀ׅדהֿ׷ծ⟰噟כ荈爡ך➙䖓ך䧭ꞿךפ麣瘡׾僇然ח㹀纏ד
׾挥稆䱖⳿ꆀחדתծ2030䎃כنٓ؝կׅؒתֹ 50%⵴幾׃ծ
2050䎃חדת㹋颵ׅת׃חٗئկ2030䎃חדתⱄ欰〳腉ؒط
׾⢪欽桦ך٦ؘٕ ⱄ欰〳腉חדתぢ♳ׇׁծ2050䎃דת60%
׾⢪欽桦ך٦ؘٕطؒ ך♴⟄כ㼎韋ך׫穈׶》կׅת׃ח100%
կׅד׶ֶה

䔲爡׶》ך穈ך׫鑫稢כגְאחծ21׀׾آ٦ل鋮ְֻׁ׌կ

湫䱸䱖׵걄㚖ַ׷ְג׃盖椚כ׋ת䨽剣ָنٓ؝1ؒ ف٦؝أ
أ庛㹓⸬卓ؖ׷׸ׁ⳿

꟦䱸涸׵걄㚖ַ׷ְג׃盖椚כ׋ת䨽剣ָنٓ؝2ؒ ف٦؝أ
أ庛㹓⸬卓ؖ׷׸ׁ⳿䱖ח

なְָծ䔲爡ְג׃湫䱸盖椚כ׋ת䨽剣ָنٓ؝3ؒ ف٦؝أ
麦䧭ׅ׾ծ橆㞮湡垥כח眠ֻ׾䭯竲〳腉な劢勻أ庛㹓⸬卓ؖ׷׸ׁ⳿䱖׵걄㚖ַ׷ꟼ鸬ׅח噟崞⹛✲ך

׋׏կ剑鵚饯ֿ׿ׇת׶֮כדⴓ⼧כדֽ׌׷
♧鸬ך⳿勻✲ג׏״חծؒنٓ؝爡ⰻ׮ד爡⠓

ת䗳要䚍ָ넝׷׭鹌׾何㊣ד⯋帾ְ如א鴼鸞ַ׶״ծ׮גְֶח
׋׏䭯׾僇然な湡涸ג׃׉䶏䚍ծ⺪ה㢳圫䚍ךկ䖞噟㆞׋׃ת׶
䧭ך㖑㚖爡⠓ג׃׉ծ䖞噟㆞⦐➂ծ䔲爡ծֶ㹏圫ծָ׉ֿي٦ث
穈籼ⰻنٓ؝ծؒכ湡垥ך׵׸կֿׅת罋ִה׷֮ד〳妀♶ח⸆
䱿׾⻉重要な㢌׋ぢֽח鹌⤛ך爡⠓涸Ⱅ姻ן״珏涸䎂瘝ֶ➂ךד
կׅד׶ֶהך♴⟄כ㼎韋ך׫穈׶》կׅד娄♧ך剑ⴱ׷׭鹌׃

㕂鸬չ䭯竲〳腉זꟚ涪湡垥պ湡垥 麦䧭ך5

㥍䚍٦تٝؑآך䎂瘝ך㹋植

䭁㣐הפ歲⚅׋ת笝䭯ծד碛㕂ⰻ׾䎂瘝ך顱ꆃ׷ֶֽח爡ⰻنٓ؝ؒ

盖椚耵ٖتךٕكイ׾؍ذء٦غ 剑ךծ歑㥍䎂瘝־♳䒷ֹח35%
穄湡垥׾㹋植

盖椚耵ٖךٕك孖做涸٥➂珏涸ז㢳圫䚍׾ ׵ծ֮־♳䒷ֹח25%
馄馉ׅכ׋ת㹋植׾ٕر㛇彊ٌ׷ֶֽח碛㕂䖞噟㆞דٕكٖ׷ײ
׷

2030年までの影響目標

ח歲⚅זⰋ⨳׶״ծׇ׻さ׾⸃
➙䖓 10䎃꟦כծـ؍ذآهな䕦갟׃׵׋׮׾ծךفحء٦ت٦ٔ׷ֶֽח؍ذٔؽشذأ؟垷眔הな׷
׷なה➿⚅侭ִծ如׾⪑彊ׅ׋卓׾䕵ⶴךծֿכկ䔲爡ׅד重要な堣⠓ך׭׋ 2030䎃חぢֽػٝ؎׋
㢌ꬠׅ⳿׫欰ח׭׋ךծ㖑㚖爡⠓ծֶ㹏圫ծ㖑椔نٓ؝կׅؒתְג׃Ꟛ㨣׾׫穈׶》ךפ٦ٕ؞زؙ
կׅת׃⸃岣ח

䔲爡ך㸜Ⰻ湡垥כ䌢ח✲佦ׅדٗئկ׃׌׋ծְֲהٗئ湡垥כ
⽃な׷侧⦼湡垥׿ׇת׶֮כדկ䔲爡ך倵鏣ֶה㹏圫ך䬿挿ך⚕
倯דծהؚٝص٦ٖز侄肪׾遤ֲֿ׾ה重鋔ׅתְג׃կؒٓ؝
Ꟛ㨣ׅ׾ծ⡲噟ד㜥䨽ךגץ遤ֲׅ׾なֻծ噟⹡דֽ׌䬿挿ךن
ծ׃㼎Ⳣג׃涪鋅׾㉏겗׷׻ꟼחծ㸜Ⰻג׃鐰⣣׾ؙأٔח⵸׷
⽬ꤹな朐屣׾何㊣ׅת׃կ  2030䎃חדתծ䌢ח 100%㸜Ⰻな朐
䡾ד噟⹡׾鹴遤ׅחֲ״׷ծ䖞噟㆞Ⰻ㆞׾㼎韋ח灇⥜侄肪׾㹋倵
կׅת׃

չٗئ٦ٕ؞պ׾䲓־ծׅךגץ耵
㜥ד㸜Ⰻ׾剑⮚⯓׷ׅה

宏项彁ךأٓفח䕦갟ׅ׵׋׮׾ 挥稆䱖⳿ꆀך⵴幾׶》ח穈׬

⤛׾ンّآインクٕ٦؍ذء٦غイت
鹌ׅ׷耵㜥׶ֻב

2030䎃זـ؍ذآهחדת䕦갟׾ⶼ⳿ׅת׃

1  “Charting Our Water Future.” https://www.mckinsey.com/~/Media/Mckinsey/Dotcom/
client_service/Sustainability/Pdfs/Charting%20our%20water%20future/charting_
our_water_future_full_report_.Ashx, McKinsey, 2009.

鹌䯴朐屣ך鎘庠
䔲爡ך眍宏䪮遭ה噟歲㔿剣ך⵸䲿חꟼ鸬ׅ׷⚅
歲涸顋㡰أطآؽהة٦ر䧭ꞿկ

宏

3,000⭙ガロンの水を節約できるよう支援
（10⭙人分の飲料水に相当）

遹欰

毎年 500⭙の手を清潔にし、1⭙ 1,600
♰人に安全な医療を提供することで、170♰
人׾䠬厩氾ַ׵✮꣇

鹌䯴朐屣ך鎘庠
峤崭ׁ׋׸⼔洽㐻Ⱗך䎂㖱侧ծ⻉㷕讒ㅷך顋㡰ծ
䧭ꞿկأطآؽ

鹌䯴朐屣ך鎘庠
䔲爡س٦ؿךآحٖغؽ✲噟׷ֶֽח欰欵
ؽ٦؟ؙح؎䧭ꞿծؙأطآؽן״ֶة٦ر
أؽ٦؟٦ٕذٔس٦ؿן״ֶٝٓزأٖأ
䎃꟦굸ך侧ծ碛㕂ך✲굸׋׃㹏圫ָ䲿⣘ֶך
俱嶊顤ꆀկ

굸ㅷ

高品質で安全な食品を 18⭙人に提供し、
1,100♰人を食中毒から予防

孡⦪

鹌䯴朐屣ך鎘庠
䔲爡٦ؘٕطؒך⵴幾䪮遭ה噟歲㔿剣ך⵸䲿ח
ꟼ鸬ׅ׷⚅歲涸顋㡰أطآؽהة٦ر䧭ꞿկ

温室効果ガス排出量を450♰トン削減するこ
とでカーボンニュートラルを実現、730♰人
を公害病から予防
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エコラボのカスタマーインパクト

�眍秈ך宏ךٝٗؖ⭙2,060
7⭙ 1,200♰➂ⴓ�
湱䔲ח궪俱宏ך

1⯐ 盖椚׾宏ךٝٗؖ⭙1,000

䎃꟦ ꣇✮׾굸⚥嫩ך♳⟄⟞♰750

⚅歲⚥ך⺪鄲ׁ׋׸굸ㅷך 36%⟃♳
ך暋✋⣘窌ꆀך歲⚅ן״ֶ 44%⟃♳

׷㸚׾㸜Ⰻ䚍ך

�ծز٦ه؟׾遹欰ךٝثحؗ
✲굸ךٝٓزأٖ 580⭙굸ח湱䔲

28⯐ Btu⟃♳׾٦ؘٕطؒך⵴幾׃ծ
㔐鼘׾⳿䱖أ庛㹓⸬卓ؖךٝز♰150

⚅歲ך瀖屘欰欵׷ֶֽח �ה宏ך40%
⵴幾׾زٝٔفزحؿ٦ؘٕطؒ

⚅歲ך⸃ꨵך ⣘窌׾♳⟄20%

�ծ׃ח幠患׾䩛ך♳⟄⭙400
⵴幾׾䠬厩氾ך⟞♰120

㹏㹓ٕذم �� ⭙㹓⟃♳׾幠患׃חծ
➂ղך遹欰㸜Ⰻ׾㸚׷

1,500♰㹓ך氺㹓ה 䩛遭㐻Ⱗך⦍⭙35
遹欰٥峤崭٥ꤐ蝑ך

2019䎃ծֶ㹏圫ךהパ٦ト׷״חفحء٦ش䧭卓

宏

굸

ㅷ
遹欰

孡⦪
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パートナーシップ、専門知識、ソリューションによって最良の結果を提供する
ことができます。当社は、世界中のお客様のために価値を創造し、お客様が
環境目標と事業目標の両方を達成できるよう支援し、お客様のサステナビリ
ティへの意欲の向上させる取り組みを行っています。当社独自の知見と技術
により、お客様、そして世界に、ポジティブな成果と長期間にわたる影響を
もたらすことができるような次世代のソリューションを提供します。

パ٦ト٦ش
鸐׾فحء
䱿鹌גׄ
濼鋅ה遤⹛׶״ח굲鬨涸ח㟓㣐ׅ׷⣣⦼

ؽشذأ؟نٓ؝ؒ ؍ٖذٔ 1211 2019 ز٦ه



؍رةأأ٦؛

Exelon Generation׷״ח⥋걾䚍ך
넝ְクٔ٦ンך٦ؘٕطؒז⣘窌

イン؟イト
傈כ⸃ծꨵדת׷荚ח➂⦍׵噟珏ַ׷ײ׵֮
䌢欰崞ח♶〳妀ׅדկꨵ⸂✲噟٦ت٦ٔך
걾⥋דծ㸜ⰋכծExelon Generationג׃ה
䚍ך넝ְؒך٦ؘٕط欰䧭׶》ח穈תְד׿
ׅկExelon Generationכ碛㕂גְֶח✳ꃐ
⻉挥稆׾䱖⳿׃なְ⾱㶨⸂涪ꨵ䨽ך⚺要な✲
噟罏ׅדկ橆㞮׾فحءس٦ُٙثأ剑⮚⯓
ծכהֿ׷盖椚ֻׅתֲ׾䕦갟ךפծ橆㞮׃
ֶ㹏圫ה㖑㚖爡⠓ךꟼ⤘䓼⻉ח䕵甧ׅת׍կ
湊ך宏ה堣㐻ג׃䲿䵿ה٦ة٦ؓؐ؝ٕش
鋔٥盖椚׾何㊣ׅ׶״חהֿ׷ծ

Exelon Generationは㸜Ⰻדծؙٔד٦ٝծ
⡚ך٦ؘٕطؒךزأ؝⣘窌ה橆㞮ך⥂隊ָ
〳腉חなׅת׶կ

イّء٦كظン
然㹋ד⸬桦涸なהפأٝو٦ؓؿػ何㊣ׅ׷
٦ؓؐ؝ٕشծכծExelon Generationח׭׋
ٕشկׅתְג׃⢪欽׾剑倜䪮遭♧䒭ך٦ة
遤׾Ⳣ椚ה媷蝑ךծⲆ⽱宏ך٦ة٦ؓؐ؝
ֲ Purate™✳ꃐ⻉㞁稆ֲ״ךيؚٓٗفなꬠ
倜涸な⻉㷕䪮遭װծ24儗꟦أٝو٦ؓؿػ
遤ֲ׾盖椚ה湊鋔ך 3D TRASAR™テクノロ
ジー׾⢪欽ג׃ծـ؍ذآهな䧭卓׾䮙׷־

կ㢌ׅתְד׿穈׶》ג׃⸃⼿ָي٦ثֻץ
׭׋׷鍑寸ׅג׃⳿嗚ח傍劍׾ؙأٔװ⻉
ծOMNI™䗁宏㐻ⴓכծExelon Generationח
匿׾يؚٓٗف㹋鄲ׅתְג׃կֿؚٗفך
׋׸䠐㔳ׁהأٝو٦ؓؿػךծ植㖈כيٓ
ծ悵㖈涸な㉏겗׃嫰鯰ח䌢׾أٝو٦ؓؿػ
կׅת׃⳿嗚ח⵸✲׾

インパクト
植㜥ך㼔Ꟍ濼陎ה䪮遭׾鸐ׄגծ؝ٕش 
ծExelon Generationָؙٔ٦כ٦ة٦ؓؐ
ٝなؒ׾٦ؘٕط然㹋ַא⸬桦涸חⵃ欽罏ה
㖑㚖爡⠓ח䲿⣘׃なָ׮׵ծ宏ך⢪欽ꆀ׾⵴
幾׃ծ⻉㷕暟颵ך⢪欽ꆀה䐖唱׾剑㼭ꣲח䫇
ִծ橆㞮׷ִ♷ח䕦갟׾䫇ⵖֲ״׷ֹד佄䴂
կ׋׃ת׃

崞欽ّء٦ُٔا׋׃ン
• 3D TRASAR™٦آٗظؙذ
• Purate™٦آٗظؙذ
• OMNI™يؚٓٗف
• 植㜥ך㼔Ꟍ濼陎

 ٕس♰76
⻉㷕ㅷך刔ꪪٔأクך�
剑㼭⻉׶״ח⵴幾

宏

䎃꟦⵴幾ꆀ

⨳䏿ה㸜Ⰻ

ٕس♰498
㹋植ׁ׋׸⣣⦼

项欵⥂Ⰻ

 ٕس♰42
臰굸أٔךク幾幾ה项欵ך剑黝⻉

⵴幾׶״ח

欰欵䚍

 ٕس♰210
⸬桦ך何㊣׶״ח⵴幾

٦ؘٕطؒ

1,100♰ 
kWh⵴幾

15⭙ 6,000♰ 
ؖٗン590♰m3ך眍宏
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䎃꟦⵴幾ꆀ

宏

٦ؘٕطؒ

䐖唱暟

㹋植ׁ׋׸⣣⦼

庛㹓⸬卓ؖأ

欰欵䚍

项欵⥂Ⰻ

GSK؍ذٔؽشذأ؟׷ֶֽח
♳ぢך㸜Ⰻ䚍ה

؍رةأأ٦؛ ؍رةأأ٦؛

イン؟イト
GlaxoSmithKlineGSKכծؚٗقٕغ٦
؝ծٝثծ⼔讒ㅷծؙٙ׶֮ד噟⟰،؛إٔ
涪鋅ծꟚ涪ծך醡ㅷ،؛إٔق٦و٦ُءٝ
醡鸡׾遤ׅתְג׏կ醡ㅷֶן״醡鸡麓玎ך
㸜Ⰻ䚍׾然⥂ׅ׾הֿ׷剑⮚⯓✲갪ְג׃ה
ְֲה׷何㊣ׅ׾䏿⨳ךղ➂ך⚥կ⚅歲ׅת
挿דꞿ劍涸ח䕦갟ָהֿׅ׵׋׮׾重要הな
䱖⳿ꆀأծ庛㹓⸬卓ؖכח湡垥ךկֿׅת׶
ח剣⸬崞欽ך眍秈ծ䐖唱暟ך⵴幾ծ宏项彁ך
䕦ךפ橆㞮חדתծ2030䎃דהֿ׬穈׶》
갟׾ 25%⵴幾ְֲׅה׷Ⱅ秈ָろׅת׸תկ

イّء٦كظン
GSKך植㜥כדծ醡ㅷ׾㸜Ⰻח醡鸡ג׃⥂盖
䗳要ָ֮׷䭯ׅ⥂׾庛䏝ךծ♧㹀ח׭׋׷ׅ
״٦ծⲆ⽱㝛ծⲆ⽱鄲縧ծֶٓ؎نկׅת׶
䌢׾يذأءך➭ך׉׷ꟼ鸬ׅח庛䏝盖椚ן
ח㜥さךծ㢳ֻ׶䗳要ָ֮׷ְגׇׁ⫴珩ח
㣐ꆀך宏ָ䗳要הなׅת׶կ
GSKכծ2005䎃ف٦ؚٕךنٓ؝ؒח⠓
爡ה٦ة٦ؓؐ؝ٕش׷֮דꟚ㨣ز٦ػ׋׃
䭯竲〳腉な✲噟דծ㸜Ⰻג鸐ׄ׾فحء٦ش
麊㌀׾遤ִהنٓ؝ֲؒ״׷䲿䵿תְג׃
ׅկ植㖈 GSKכծ⚅歲⚥ח ך♳⟄130 3D 
TRASAR™׾٦آٗظؙذ㼪Ⰵ׶ֶג׃ծ䌢
ךկֿׅתְג׃湊鋔׾宏דيذأءךֿח
䪮遭ך⢪欽ךأٝشذًٝ׶״ח䗳要䚍׾幾
剑黝ך٦⢪欽ꆀؘٕطⱄⵃ欽ծؒךծ宏׃׵
眍ח㣐䌴׾٦ؘٕطؒהծ宏דהֿ׷㔳׾⻉
秈ׅׅתֹדָהֿ׷կֿ׶》ך穈כ׫ GSK
ך Sustainability Supplier Award׾「颣׃ծ
չؕ׶》חزٝٔفزحؿٝن٦穈׫ծ植㖈
׭׋׷㼭ֻׁׅ׾䕦갟׷ִ♷ח㼛勻ן״ֶ
٦ُٔاպ׋׏遤׾䨌殛涸な何ꬠדծ㣐胐ח
կ׋׃ת׸鐰⣣ׁג׃הّٝء
噟鿇✲أٝؒ؎؟ؿ؎ٓה٦ة٦ؓؐ؝ٕش

1⭙ 8,000♰ 
ؖٗン70♰m3ך眍宏

39⭙ 
Btu111♰ kWh٦ؘٕطؒך⵴幾

1,500 
劤حثأٓفךク׾يٓس PORTA-

FEED™׶״חيؚٓٗف⵴幾

202 
トンך CO2

3,000 
儗꟦ⴓ׾⸃⫴⸥ךծ⻉㷕讒ㅷ׶》ך䪔ְ㔐

鼘׶״ח栻䖤

ٕس623,000

ծCIP㹀דהֿ׷ׇ׻さ׾㼔Ꟍ䪮遭ך⿽倯ך
縧峤崭ֶן״ OPIךزٝٓفꟚ佝峤崭
넝׾桦⸬ך遹欰盖椚הؚٝص٦ؙٔ׶״ח
״חيؚٓٗف盖椚ؙأ蝑ٔٓطؔآծٖ׭
הֿ׷䫇ִח剑㼭ꣲ׾ؙأٔך宏⚥氺⾱⡤׶
կ׋׃תֹדָ

インパクト
GSK״חفحء٦شز٦ػךהنٓ؝ؒכ
أ庛㹓⸬卓ؖה⢪欽ꆀך٦ؘٕطؒהծ宏׶
䱖⳿ꆀך⵴幾湡垥ך麦䧭׶״ח鵚׃תֹב
׋תկ׋ GSKכծؒךنٓ؝ PORTA-FEED™

حثأٓفךגծ⢪ְ䰍ג׏״חيؚٓٗف
ؙٕغⱄⵃ欽〳腉なך٦ٕ醡ثأ׾يٓسؙ
ת׃⵴幾׾剏ִծ㔿䕎䐖唱暟׶ⴖחشذٝ؝
䐖唱ךيٓسծ⻉㷕讒ㅷ欽׶״ח׸կֿ׋׃
ָ 80%⟃♳⵴幾ׁ׸ծ䖞噟㆞ָ⻉㷕暟颵׾
ぢ׮㸜Ⰻ䚍דהֿ׋׏䪔ֲ䗳要ָなֻな׶》
կ׋׃ת׃♳
崞欽ّء٦ُٔا׋׃ン
•  3D TRASAR™宏盖椚䪮遭
盖椚ؙأ蝑ٔٓطؔآٖ •
• CIP㹀縧峤崭峤崭⶝
• OPIךزٝٓفꟚ佝峤崭
• 寅厩ⵖ䖴أؽ٦؟
•  PORTA-FEED™⻉㷕讒ㅷꂁ鷏⥂盖يذأء

130 
ך♳⟄⟞ 3D TRASAR™㼪Ⰵ׶״חծⲆ⽱

㝛ծنイٓ٦ծⲆ⽱ٕ׾ف٦⥂隊

True Food Kitchenך噟歲剑넝
クٓךأ굸ㅷ遹欰٦ه؟׾ト

イン؟イト
⧌椚涸な✲噟麊㌀ָׅתׅת重鋔ֲׁ״׷׸
ز٦ػךה٦َ؎ٓف؟ծ➙׷֮אא׶なח
ח湊鋔ָ䗳要な걄㚖׷な׵ծׁכفحء٦ش
なה׋׏ず儗חծ穈籼ך⣣⦼׾㹋植ׅ׷堣⠓
կׅתְג׏な׮ח
碛㕂ח䬿挿׾縧ֻ True Food Kitchenכծ괏
㄂鞢ַなְְֶ׃俱椚ה䠐陎涸な司균⣘窌ח
暴⻉ׅד٦ٝؑثٝٓزأٖ׋׃կぐ䏄莧ד
׾넝ְ굸勞ך䫑拦氾⡲欽ח׭׋ךծֶ㹏圫כ
⢪׋׏俱椚׾䲿⣘ׅתְג׃կ⨳䏿ח搊挿׾
さׇ׻ծ굸ㅷ遹欰׾剑⮚⯓✲갪ׅתְג׃הկ
True Food Kitchenכ橆㞮חꂁ䣁׋׃穗㌀׾
笝䭯׃なָ׵ծず儗חⵃ欽罏ה䖞噟㆞ך㸜Ⰻ
ג׭実׾ّٝء٦ُٔا׷ֹדךהֿ׷㸚׾
կ׋׃תְ

イّء٦كظン
姻ְ׃굸ㅷ遹欰䪮遭ך㹋騧כծֶ㹏圫׾㸚׷
կׅת׶なָא׮ח♳ぢךなֻ欰欵䚍דֽ׌
Daydots™Prep-n-Print™ה׭ׄכ׾يذأء
ֿ׷ⵃ欽ׅ׾ّٝء٦ُٔاךنٓ؝ؒ׷ׅ
ג׏儗꟦ַַָכծTrue�Food Kitchenדה
גץծׅ׭װ׾ؚٝٔكٓ׷״ח䩛⡲噟׋ְ
ַ׻ח司균⣣ָ僇然ה㶷〳腉劍꟦⥂ך굸勞ך
կ׋׃ת׃חֲ״׷
굸ㅷ遹欰ך眔㔲כծ굸ㅷך彊⪒ַ׵俱椚׾鯹
կTrue Food Kitchenׅתן⿹׮ח굸㐻׷ׇ
כنٓ؝ծؒח׭׋א⥂ח幠患ח䌢׾굸㐻ך
굸㐻峤崭堣ח SMARTPOWER™׾يؚٓٗف
㼪Ⰵ׃ծ׶״瀉儗꟦ד宏ך⢪欽ꆀ׮㼰なְ峤
崭דؙٕ؎؟굸㐻ך寅׾׸衅׃חֲ״׷ׇה

336♰ 
ؖٗン12,740m3ך眍宏

20,500 
9,320kg䐖唱暟⵴幾سンه

261 
トンך CO2

49⭙ 
Btu٦ؘٕطؒך⵴幾

29,100 
儗꟦ةٕؿイي䖞噟㆞ 14➂ⴓך䎃꟦⸤⫴

儗꟦ח湱䔲

 ٕس18,700
Ⰻ⥂׾项欵ך

宏

٦ؘٕطؒ

䐖唱暟

庛㹓⸬卓ؖأ

굸ㅷ遹欰

欰欵䚍

项欵⥂Ⰻ

ٕس496,000

㹋植ׁ׋׸⣣⦼

կ׋׃ת
宏ח׵ׁ׾眍秈ׅ׭׋׷ծؒכنٓ؝ True 
Food Kitchenך鮾宏㐻ת׃س٦ؚٖفح،׮
ծ׾麓鄲縧׹չⰋ긫㘗պךկꬊ⸬桦な傊䒭׋׃
Ⱗ⡤涸な欽鷿ח暴⻉أ٦ِـؔزٝ؎ه׋׃
POU㘗ך倜׹ְ׃麓׶》חيذأء䳔ִ
ֲ״׷ֹד⵴幾׾宏⢪欽ꆀךծ1傈דהֿ׷
կׅדך׋׏なח

インパクト
 ծTrue׶״חّٝء٦ُٔاךنٓ؝ؒ
Food Kitchenכ荈ָ׵剑׮䖤䠐׷ׅהⴓꅿծ
ׅな׍׻⨳䏿涸な굸✲ֶד㹏圫ח弫駈ה㸜Ⰻ
׃ת׶なחֲ״׷ֹד⚥꧊חהֿ׷䲿⣘ׅ׾
ؽشذأ؟ծ׃眍秈׾儗꟦חず儗׮ַ׃կ׋
דך׋ֹד׮הֿ׷㸚׾㹑鎉׷ꟼׅח؍ذٔ
ׅկ

崞欽ّء٦ُٔا׋׃ン
•  SMARTPOWER™يؚٓٗف
•  Daydots™Prep-n-Print™يذأءծ

Prep-n-Print™أؙحٖؿ
•  㣐㺁ꆀ鮾宏㐻ծأ٦ِـؔزٝ؎ه
POUٌٕر
•  GREASELIFT™屘寅׸ꤐ⿠欽峤崭⶝

T R U E
F O O D
K I T C H E N

17.7% 
噟歲䎂㖱׶״넝ְパو٦ؓؿンأ桦

䎃꟦⵴幾ꆀ

ؽشذأ؟نٓ؝ؒ ؍ٖذٔ 1615 2019 ز٦ه



䎃꟦⵴幾ꆀ 䎃꟦⵴幾ꆀ

�׃崞欽׾イト؟インٕةآر
ꤍⰻ䠬厩桦ך⡚♴ח顀柃

؍رةأأ٦؛ ؍رةأأ٦؛

イン؟イト
姻ְ׃䩛䭷遹欰ך㹋騧כծ⨳䏿な嫣傈׾麓׀
דկ氺ꤍׅדהֿא䕵甧׮ג׏הח铩ד♳ׅ
ֽ」׾ծ屚洽כ遹欰ךկ䩛䭷ׅד重要ח暴כ
✮卓涸な⸬׮剑ךꤍⰻ䠬厩HAIך䝕罏׷
꣇岀ׅדկ1嫣䎃ծⰋ⚅歲ד⡦涰♰➂ך׮䝕
罏ָꤍⰻ䠬厩ׅתְג׃կ2碛㕂ך氺ꤍכדծ
嫣傈ծ䝕罏 31➂⚥ 1➂ָꤍⰻד⡦ךַ׵䠬厩
氾ח縷䝕׃ծ䎃꟦ ꤍⰻ䠬厩ꟼ鸬ך⟞75,000
娤ָ然钠ׁׅתְג׸կ3

イّء٦كظン
䠬厩䭁㣐✮꣇׭׋ךծؒכنٓ؝䩛䭷遹欰黼
㸚湊鋔׾يذأءꟚ涪׋׃ת׃կֿכ׸䩛䭷
遹欰ך岣䠐㋌饯׾遤ֲꨵ㶨דيذأءծ氺ꤍ
ⰻד剑넝ٖךٕك竰竲涸な䩛䭷遹欰黼㸚׾麦
䧭חֲ״׷ֹדꟚ涪ׁׅדך׮׋׸կꨵ㶨
㹋倵ך䩛䭷遹欰ךד׶ぐ氺䎮ワ׶״חآحغ
朐屣׾⦐➂⽃⡘ד鎸ꐮ׃ծ⼔洽䖞✲罏ך顑⟣
ةٕ،ׅٔ⤛׾ծ何㊣ח׮הה׷ׅ⻉僇然׾
㸜דהֿ׷䲿⣘ׅ׾أٝت؎ؖה陨デךي؎
Ⰻכדなְ䝕罏׾׶ה׶װךה꣇姺ׅת׃կ

29% 
 ׶״חꤍⰻ䠬厩HAI⵴幾ך

 ٕس♰392
⵴幾׾

䩛䭷遹欰黼㸚桦ך㟓⸇٥笝䭯 

86։ 90%

䠬厩氾ך幾㼰׶״ח 

1,189 
䒀ץⰅꤍ傈侧ך⡭酔ָ欰ׄծ 

 ٕس♰255
⳿ⶼ׾堣⠓ך鷄⸇　渣ך

　渣䚍

インパクト
碛㕂ך 氺ꤍさ鎘ךא5 1,609䎮ח湊鋔ء
׵ַג׃㼪Ⰵ׾يذأ 2䎃䖓ח遤׋׸׻黈⿹
涸な锃叨כדծ5ךא氺ꤍׅדגץ䩛䭷遹欰
黼㸚ָٖٕك 86։ ָהֿ׋׃何㊣ח90%
٦ةٝإկ4碛㕂氫氺盖椚✮꣇׋׃ת׶ַ׻
CDCכծ碛㕂ך氺ꤍך䩛䭷遹欰黼㸚ٖك
秈ד䎂㖱כٕ կ5ׁׅתְג׃䱿㹀ה40%
ꤍⰻ䠬דגץ氺ꤍׅךאծ5כ重要な挿ח׵
厩ך䎃꟦さ鎘涪欰桦ָ幾㼰׃ծ䩛䭷遹欰黼㸚
湊鋔ָيذأءꤍⰻ䠬厩ؙأٔך⡚♴ה䝕罏
կׅתְג׃爙׾הֿא䕵甧ח♳ぢך㸜Ⰻך
חծꤍⰻ䠬厩屚洽כג׃הزحًٔך➭ך׉
ֽ」ך䝕罏ְ׃倜דהֿ׷Ⰵꤍ䒀ꞿָ幾׷״
Ⰵָ׸〳腉חなװהֿ׷ծ䩛䭷遹欰ך黼㸚׾
⼔洽䖞✲罏ָ湫䱸鋅ג然钠ׅ׷䗳要ָなֻな
կׅת׶ָ֮וなהֿ׷ׅ♳ծ欰欵䚍ָぢ׶

崞欽ّء٦ُٔا׋׃ン
•  ؒ يذأء䩛䭷遹欰黼㸚湊鋔نٓ؝

1 Centers for Disease Control and Prevention (CDC), https://www.cdc.gov/handhygiene/
2 World Health Organization, https://www.who.int/gpsc/country_work/gpsc_ccisc_fact_sheet_en.pdf
3 CDC, https://www.cdc.gov/hai/data/index.html?CDC_AA_refVal=https%3A%2F%2Fwww.cdc.gov%2Fhai%2Fsurveillance%2Findex.html
4 Demonstrating a Decrease in HAIs across 5 hospitals, 2019 Ecolab research study
5  Sickbert-Bennett E.E. et al. Reduction of healthcare-associated infections by exceeding high compliance with hand  

hygiene practices. Dispatch; Vol 22, Number 9, September 2016

⨳䏿ה㸜Ⰻ

 ٕس♰647
䎃꟦

㹋植ׁ׋׸⣣⦼

宏

٦ؘٕطؒ

庛㹓⸬卓ؖأ

欰欵䚍

项欵⥂Ⰻ

㹋植ׁ׋׸⣣⦼

SABICָ �ך♳⟄ٕس♰100
⵴幾ח䧭⸆

イン؟イト
⚅歲ぐ㖑ד宏♶駈ָ鹌遤׶ֶג׃ծぐ欵噟
�㢳׶״ד㼰なְ宏׶״כדزٝٓف欰欵ך
ת׶なל׸なֽֽא鋅׾遤ֲ倯岀׾הֿךֻ
կ׿ׇ
SABICכ⚅歲剑㣐秷ך瀖屘⻉㷕ًד٦ؕ٦
ׅկ⚥匌׷֮ח SABICך㣐鋉垷瀖屘⻉㷕؝
׃⢪欽׾嵲宏חծⲆ⽱㝛כ㢳ֻךز٦شؽٝ
٦؛أװ䚍颵♳ծ欰暟➰滠ךկ嵲宏ׅתְג
ծכկSABICׅת׶넝ֻなכؙأٔךؚٝٔ
嵲宏Ⲇ⽱㝛׷ֶֽח宏٦ؘٕطؒה⢪欽ך⵴
幾倯岀׾䱱׷♧倯דծ㣐ⴖな鏣⪒٦؛أ׾
اꬠ倜涸な׷隊ׅ⥂׵欰暟➰滠ַװؚٝٔ
կ׋׃תְג׃ה䗳要׾ّٝء٦ُٔ

イّء٦كظン
SABICָ䭯א剑㣐ך瀖屘⻉㷕ز٦شؽٝ؝
ךⰋꨵ⸂嶊顤ꆀךծ倵鏣כד 28%ָ嵲宏Ⲇ
⽱㝛ד⢪欽ׁ׋׃תְג׸կⱄ䗃橆ך㔐侧׾
㟓ג׃װⲆ⽱㝛ך宏ךⱄⵃ欽桦הֿ׷־♳׾
ת׭⢪欽ꆀ⵴幾ָ鋅鴥ך٦ؘٕطؒהծ宏ד
կ׋׃
 כنٓ؝ծؒ׭׋׷׭넝׾幠患䏝ךيذأء
Purate™׾٦آٗظؙذ㼪Ⰵ׋׃ת׃կֿ׸
顤欽㼎⸬卓ָ넝ְ✳ꃐ⻉㞁稆גֻׅװ⢪ְכ
欰䧭倯岀׶֮דծ㣐鋉垷嵲宏ךيذأء⻉㷕
涸⽬ꤹ䚍ך鯪幾ח䕵甧ׅת׍կPurate™ؙذ
攦ךד崧⡤꟦يذأءծ攦❛䳔כ٦آٗظ
獳⹛ח⢪欽ך邌꬗ךפ欰暟➰滠ꆀך⵴幾ח
㖑㚖׷なח넝庛כծ㢙׋תկ׋׃ת׶なָא
峤׷״חծ䩛⡲噟ָ׋׃דⲆ⽱ָ㔭ꨇ׭׋ך
崭ָ幾׭׋׋׏ծ㢙㷌ך欰欵桦׮ぢ♳׃ת׃
կ׋
Purate™׮ח➭ךծؒכنٓ؝ 3D TRASAR™ 

1,810♰ 
ؖٗン68,600 m3/儗ך嵲宏锃醡

18,300 
トンך CO2

2,600♰ 
kWh٦ؘٕطؒך

㢙㜥ךⲆ⽱نトٕحطク׾鍑嶊׃ծ䱿㹀ד 

 ٕس♰1,000
欰欵䚍ָぢ♳

ٕس♰1,112

٦ؚٔٝ؛أծ嵲宏׃㼪Ⰵ׾٦آٗظؙذ
ח㸜Ⰻ׾ծⱄ䗃橆㔐侧גׇ׻さ׫穈ה٦ٕخ
׃㹋植׾眍秈ך٦ؘٕطؒהծ宏׃⻉ٕرٌ
կ׋׃ת

インパクト
3D TRASAR™ה٦آٗظؙذ Purate™ך㼪
Ⰵדծⱄ䗃橆㔐侧ָ㟓⸇׃ծ嵲宏《宏ꆀָ幾
㼰׋׃ת׃կ׋תծ㹀劍涸ٝهךزٝٓفח
ח׫٦ٝな➬穈ؙٔ׷ֹד姺⨡׾ٝ؋ؿװف
なדך׋׏ծؒ٦ؘٕط⢪欽ꆀ׮㣐䌴ח⵴幾
ծכّٝء٦ُٔاךنٓ؝կؒ׋׃ת׸ׁ
Ⲇ⽱㝛珩⫴顤欽ծ宏ה⻉㷕讒ㅷך⢪欽ꆀך⵴
幾ծⰋ⡤涸なؒ٦ؘٕط⢪欽⸬桦ךぢ♳ה㢙
㷌ך欰欵桦ך然⥂ג׏״חծさ鎘 س♰300
կ׋׃ת׶なָאח眍秈ךٕ

崞欽ّء٦ُٔا׋׃ン
• Purate™٦آٗظؙذ
• 3D TRASAR™٦آٗظؙذ
• 攦❛䳔㐻䚍腉湊叨

欰暟➰滠ךⵖ䖴׶״חծ䎃꟦ 

2։ 3㔐 
 ⵴幾׾峤崭ך

68% 
⻉㷕暟颵麊䵤トٓحクך�

獳⹛׾⵴幾 

 ٕس♰64
⵴幾׾㷕暟颵ꟼ鸬顤欽⻉ך

ؽشذأ؟نٓ؝ؒ ؍ٖذٔ 1817 2019 ز٦ه



お客様とのパートナーシップを通じて、また自社の事業運営においても、
エコラボはさらなる向上を目指して日々邁進しています。世界各地の自
社施設、開発するすべてのソリューション、従業員一人ひとりにおいて
も、それは同じです。サステナビリティは、エコラボの行動すべてを導
く価値基準なのです。

䔲爡ך✲噟麊㌀ծイّء٦كظンծ⼿⸂

湡垥麦䧭פ
׫穈׶》ך

2019 2019 ز٦هٖ؍ذٔؽشذأ؟نٓ؝ؒ



国連 SDGsに沿った目標

パ٦ト׾فحء٦ش鸐ׄג㕂鸬չ䭯竲
〳腉זꟚ涪湡垥պך麦䧭׾湡䭷ׅ

㕂鸬ؚٗ؝٥ٕغ٦ンパクトךչBUSINESS AMBITION FOR 1.5°Cպךפ⿫⸇
2019䎃ծؒכنٓ؝荈爡✲噟גְאח٦ٝؑث؎ٓف؟ה㕂鸬ؚٗزؙػٝ؝٥ٕغ٦չBusiness 
Ambition for 1.5°C」ךפ额ず׾邌僇׃ծ挥稆䱖⳿ꆀ׾ 2030䎃חדת 50%⵴幾׃ծ2050䎃חדת
㹋颵׾הֿ׷ׅחٗئ湡垥ח䲓׋׃ת־կ
湡垥麦䧭חぢֽ׶》ח♴⟄כنٓ؝ؒג穈ׅת׫կ
• Ⰻ⚅歲ך✲噟ד⢪欽ׅך٦ؘٕطؒ׷ կׅת׃獳遤ח٦ؘٕطⱄ欰〳腉ؒ׾100%
 • 植㖈ծؒדػح٦ْٗךنٓ؝⢪欽ׅך⸃ꨵ׷ 99%ָⱄ欰〳腉ׅؒדך׮׷״ח٦ؘٕطկ
 •  ⱄ欰〳腉ؒ٦ؘٕط✲噟罏׷֮ד Clearwayךה⟎䟝ꨵ⸂飑Ⰵ㤍秈VPPA׶״חծ碛㕂ח

ך⸃䎃꟦嶊顤ꨵךنٓ؝ؒ׷ֶֽ կׅת׶なחֲ״׷なִַת׾100%
կׅת׃㾜Ꟛ׾زؙؑآٗف⻉桦⸬٦ؘٕطؒד倵鏣ךنٓ؝ؒ •
• 噟⹡欽鮦⚕ꨵ׾孡荈⹛鮦חⴖ׶剏ִׅתկ
ַןㄎ׾䱰欽ך䠐妜涸な湡垥׷ꟼׅח孡⦪㢌刿חծず圫׃㼎ח٦ぐ爡شز٦ػך٦ٝؑث؎ٓف؟  •
կׅתֽ

•  ⚅歲ぐ㖑ֶך㹏圫חծ宏项彁ך⥂Ⰻ׷״ח㔐䗁⸂䓼⻉׾䱿鹌ׅת׃կָֿהֿךծ⸇攦ծ⸇䊨ծ獳⹛ծ
Ⲇ⽱ח䗳要なؒה٦ؘٕط挥稆䱖⳿ꆀך⵴幾אחなָׅת׶կ
زح؜٦ة 彊䬿ח13.2.1

㕂鸬ךչ䭯竲〳腉なꟚ涪湡垥պSDGsכծׅךגץ➂ղ׶״ג׏הח葺ְ䭯竲〳腉な劢勻׾㹋植ׅ׋׷
然⥂湡垥ךأإؙ،ךפծ幠患な宏ח暴כדنٓ؝կׅؒדך׮׷鍑寸ׅ׾な⚅歲涸铬겗תׂתׁח׭ 6
㼎瘻湡垥ךפ孡⦪㢌⹛ה 13ח搊挿׾さׇ׻ծֿך׵׸湡垥麦䧭חぢֽؚٓٗفהفحء٦شز٦ػ׋
կׅתְד׿穈׶》חي

ֶ㹏圫ָ׶״㼰なְ宏׶״ד㢳ֻֿך
ّٝء٦ُٔا׷ֹדָה遤ֲֿ׾ה
ծ2030䎃꟦׶״ח ׾ٝٗؖ⭙3,000
眍宏ׅח׮הה׷ծ荈爡✲噟גְֶח
կׅת׃⵴幾׾宏⢪欽ꆀ׮

زح؜٦ة 6.1ծ6.4ծ6.5ח彊䬿

湡垥

زح؜٦ة 彊䬿ח6.6

宏项彁ך㔐䗁ה⥂Ⰻחꟼׅװأ٦أ׷
侄肪׾䲿⣘ׅ׷穈籼فحء٦شز٦ػה
կׅתְד׿穠׾
The Nature Conservancy — ى ء ء ح
ؾ 䊛 彁 崧 ך ⥂ 隊 — Solution for Life 
Project WET Foundation�如⚅➿חぢֽ
宏项彁⥂隊ꟼ鸬侄肪׋

パ٦トفحء٦ش

زح؜٦ة 彊䬿ח13.1

٦ؙٔح䊜ٗؾحءءىծכنٓ؝ؒ
ךדٝـ The Nature Conservancyה
حءءىծג鸐ׄ׾فحء٦شز٦ػך
׾宏⣘窌ך䊛♳崧㚖ؾ 1⭙ؖٗٝ㟓⸇
כկ鑫稢׋׃ת׃顀柃חהֿ׷ׇׁ 25
։ կְׁ׌鋮ֻ׀׾آ٦ل26

荈搫׾㛇湍أ׋׃ה ء٦ُّ ン

زح؜٦ة 彊䬿ח 13.2

Ⱅך׭׋꣇ּ׾孡⦪㢌⹛כنٓ؝ؒ
涸崞⹛ח䵿׋׃תֹג׏׻կ㕂鸬ؚ
 չBusinessךزؙػٝ؝٥ٕغ٦ٗ
Ambition for 1.5°Cպךפ⿫⸇ח⸇ִծ
כ穗㌀ꤏنٓ؝ؒ ���� 䎃 �剢חꟚ⪵
ך孡⦪ꟼ鸬ן״宏ֶך㕂鸬筨⠓׋׸ׁ
װٕطػ Climate Week NYC׮ח⿫⸇
կׅתְג׃

パحٔـクؒンًآ٦؜ント

زح؜٦ة 6.1ծ6.4ծ6.5ծ6.6ח彊䬿

•  California Water Action Collaborative
CWACًٝ٦غ

٦٥ة٦٥ؐؓ٦ؓؿ٥أٝ،؎ٓ،  •
ⶼ鏣ًךAWSفحءس٦ُٙثأ
כ٦鑫稢غٝ 25։ ׀׾آ٦ل26
鋮ְֻׁ׌

•  㕂 鸬 CEO Water Mandate ׾ 鸐 ׄ ׋
Water Resilience Coalitionךⶼ鏣ًٝ
٦غ

Ⱏず崞⹛

زح؜٦ة 6.1ծ6.4ծ6.5ח彊䬿

宏כWater Risk Monetizerךنٓ؝ؒ
ծ宏ָג׃䳔皾חꆃ겘׾ؙأٔ׷ꟼׅח
♶駈ׅ׷橆㞮ךד顑⟣֮׷䠐䙼寸㹀׾〳
腉ׅת׃חկwaterriskmonetizer.com

Smart Water Navigatorכ⟰噟ך宏⢪
欽ꆀ⵴幾湡垥ה植㜥׷ֶֽח㹋ꥷך䧭
卓ך꟦׾فحٍؘך㙵ֶ׷׭䩛⠗ְ׃׾
կsmartwaternavigator.comׅת

ⰕꟚؔンٓイン٦ٕخ

湡垥 כ6 2030䎃ךגץׅחדת➂ղח宏ה遹欰׾أإؙ،ךפ然⥂ׅ׾הֿ׷
実ׅדך׮׷׭կ䔲爡ֶכ㹏圫ךפ佄䴂׾鸐ׄג䎃꟦ ג׃盖椚׾宏ךٝٗؖ⯐1
甧㜥׋׃歗׾简♧כה➭ծ׉ֿ׵ַ׌䔲爡׷剣ׅ׾㼔Ꟍ䪮遭ךוק׸կֿׅתְ
կׅדך׷ֹד顀柃ח湡垥ךֿד

湡垥 կׅת׃➜稱׾鿇♧ך崞⹛ך䔲爡׷ꟼׅח䱿鹌ך宏ⵃ欽׷֮⟢顑׋׏屟ח6

挥稆חꟼׅ׷
2019䎃䏝ך㹋颵
涸ז䕦갟
自社業務における排出
削減に加え、お客様の
サポートを通じて、自
社業務での排出量の
2.2⦓の排出を削減

0

湡垥 ծ孡׶״ח䱰欽ךّٝء٦ُٔا㹋植〳腉なח㣐鋉垷דծⰅ䩛〳腉כד13
⦪㢌⹛ך腘㪬ח㼎ׅ׷㼎䘔חٕغ٦ؚٗ׾䓼⻉ָׅהֿ׷実ׅתְג׸׵׭կ㕂
鸬ך孡⦪㢌⹛佟䏍꟦ה׷״חٕطػծ孡⦪㢌⹛ך剑䝤ך✲䡾׾㔐鼘ׅכח׭׋׷ծ
㖑椔庛军⻉׾ 1.5°C2.7°F⟃♴ח䫇ִ׷䗳要ָׅ֮ת׶կ

ֶ㹏圫ָ⵴幾׃
 挥稆䱖⳿ꆀ׋

150♰ 
CO2eٝز

㹏ֶךنٓ؝ؒ
圫ָ⵴幾׋׃宏
⢪ 欽 ꆀ 2,060
⭙ؖٗٝկ7⭙
1,200♰➂ⴓך
궪俱宏ח湱䔲

宏חꟼׅ׷ 2019䎃
䏝ך㹋颵涸ז䕦갟
自社業務での水の節約に
加え、お客様のサポート
を通じて、自社業務で使
用した水の 82⦓の水使
用量を削減

 䱖⳿ꆀךنٓ؝ؒ
66♰ 

CO2eٝز

0

䔲爡噟⹡׷ֶֽח
2019䎃ך《宏ꆀ
25⭙ؖٗٝ

ؽشذأ؟نٓ؝ؒ ؍ٖذٔ 2221 2019 ز٦ه



2020年度の目標とパフォーマンス

宏꨽銲ך⵴幾

碛㕂ٕイش،آ䊜ٕؖٔؽ٦ 
《宏ꆀ׾ 20%⵴幾
鷞峤䪮遭׾垥彊⻉ؾحءءىג׃䊛ַ׵《
䖤ׅ׷宏׾崭⻉׃ծ䊨㜥ד宏ٔךؙٕ؎؟
➬穈׾׫㼪Ⰵ

⚥㕂⽂❨ 
《宏ꆀ׾ 20%⵴幾 
鷞峤欽宏ך⵴幾ה䊨㜥Ⰻ⡤ךד䱖宏ⱄⵃ欽
㹋植׾

碛㕂イٔظイ䊜حّؒٔآト 
《宏ꆀ׾ 14%⵴幾
爡ⰻ宏麣ًה٦ة٦ծ㼰なְ宏ד⸬桦涸ח
峤崭׾٦ٕن٦ٍٙء׷ֹד幉さחؙٝة
鏣縧

2020䎃䏝ך湡垥麦䧭ח顀柃׋׃ 2019䎃׶》ך穈׫✲⢽

✲噟湡垥ה䧭卓ךגְאח鑫稢כծ2019䎃ך⟰噟顑⟣ GRI㜠デ剅׀׾鋮ְֻׁ׌կ

宏⣘窌ך㟓⸇

碛㕂ؾحءءى䊛♳崧㚖ך宏⣘窌׾ 
1⭙ؖٗン37♰ 9,000ण㟓⸇ 
׷ֶֽחٝـ٦ؙٔح䊜ٗؾحءءى The Nature Conservancy
麦䧭ג鸐ׄ׾فحء٦شز٦ػךה

碛㕂ؾحءءى䊛彁崧ךד宏⣘窌׾ 1,600♰ؖٗン�
6♰ 1,000ण㟓⸇�
The Nature Conservancy׷״חفحء٦شز٦ػךהMinnesota 
Headwaters Fundךפ佄䴂׾鸐ׄג麦䧭

2020䎃䏝ך湡垥חぢֽ׋鹌䯴

10%
庛㹓⸬卓ؖךأ䱖⳿湡垥כծ荈爡ָ麊欽盖椚ׅ׷倵鏣ֶ״
ف٦؝أךד⚕鮦ן 1ծ2ך䱖⳿⵴幾ח搊挿׾縧ְׅתְגկ

庛㹓⸬卓ؖأ
䱖⳿ꆀ⵴幾湡垥חぢֽ�
25%ׅתְד׿鹌ח갫锃ג

欽宏⾱⽃⡘כ٦ٕ؞زؙػٝ؎ךծ荈爡噟⹡ךד꨽要ך⵴
幾הծ䔲爡ָ✲噟׾遤ֲ宏㚖ワ鴟鿇ךד宏⣘窌ך㟓⸇׾⚥
䗰ׅתְג׃הկ

宏ꟼ鸬ךأٓفך䕦갟
湡垥חぢֽג갫锃ח鹌
ׅתְד׿

2019䎃ך㹋籐

2015 2020

�ךדת׸ֿ
麦䧭桦 150

麦䧭桦ךדת׸ֿ 56

2020䎃䏝湡垥ך穄湍
ծ宏ꟼ鸬׶䱦ַ׃䊴ח
湡垥כ䕦갟ךأٓفך
ד׫鋅鴥׷ֹד麦䧭׾
ׅկ׋תծ庛㹓⸬卓ؖ
ח㣐䌴׾湡垥כ⳿䱖أ
♳㔐׷䧭卓ָ⳿תְג
ׅկ 

岣⾱⽃⡘כ　渣ח姻鋉⻉

庛㹓⸬卓ؖأ䱖⳿⾱⽃⡘׾ 10%⵴幾
2020䎃䏝ך湡垥

庛㹓⸬卓ؖأ䱖⳿⾱⽃⡘׾ 15%⵴幾
2019䎃ך㹋籐

宏ꟼ鸬ךأٓفך䕦갟⾱⽃⡘׾ 14%⵴幾
2019䎃ך㹋籐

宏ꟼ鸬ךأٓفך䕦갟⾱⽃⡘׾ 25%⵴幾
2020䎃䏝ך湡垥

2030䎃חぢֽ׶》ך؍ذٔؽشذأ؟ג穈כ׫如ך媮ꥡח撑彊׾さׇ׻ծ2015䎃ח鏣㹀׋׃
2020䎃؍ذٔؽشذأ؟湡垥חぢֽג⵸鹌׾竲ֽׅתְגկֶ㹏圫ךפ⣣⦼ⶼ⳿ה굲鬨涸な䧭卓
ֿ׷ִ♷׾な䕦갟ـ؍ذآهחծ橆㞮׵なָ׃♳ぢ׾欰欵䚍ך荈爡倵鏣ךծ⚅歲ぐ㖑ִ⸇ח䲿⣘ך
կׅת׃⸃㽴חה

ךنٓ؝ؒ 2020䎃䏝湡垥

ؽشذأ؟نٓ؝ؒ ؍ٖذٔ 2423 2019 ز٦ه
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取水と排水

流路

雨水の自然な流路
 ナルコ ウォーターから
 ガリービル運河
 ホープ運河
 ダッチバイユーを経由して
 モールパ湖へ

モールパ湖

ミシ シッピ川

工場の所在地

ガリービル

ミ
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縮尺は画像の奥になるほど小さく

なります。

0 

 

     1

マイル

沖積層
第三紀層
白亜紀層
岩塩（岩塩ドーム）
中生代層
古生代層
火成岩地殻

表層地質には縮尺は適用していません

ミシシッピ

ミシシッピ

アーカンソー

テキサス

ルイジアナ

ナルコ ウォータ
ー工場の所在地

ナルコ ウォーター
工場の所在地

ニューオーリンズ

マッ
プ範

囲

ポンチャートレ
イン湖

メキシコ湾

メキシコ湾

ミ
シ

シッピ川

ミ
シ
シ
ッ
ピ
川

ウォーター・スチュワードシップ

㔐䗁⸂֮׷宏项彁ך劢勻׾
眠ֻח׭׋Ⱏ׶》ח穈׬
爙ׅ崧㚖חկֲַֿֿ׳׃ד⡦כה⟞勴ך׭׋׷なה酡㖑⦪ךزؙؑآٗففحءس٦ُٙثأ٦ة٦ؓؐ
㖑㔳כחծؖ ٦٥ؐؓؿ٥أٝ،؎ٓ،倵鏣ָךنٓ؝ؒ׷֮חٕؽ٦ٔ AWSفحءس٦ُٙثأ٦٥ة٦ؓ
钠鏾׾《䖤ׅח׷荚׷ծ圓䧭要稆ָ䲽ַׅתְג׸կThe Nature Conservancyֿ׷״חفحء٦شز٦ػה
重挿ח⤘ꟼךה䔲爡䊨㜥ה٦تٕم٦ؙذأך׉欰䡾禸ծך植㖑ג׃׉ծ宏　佄ծ宏颵ծכزؙؑآٗفך
կׅתְג縧ְ׾

崞⹛ךד䊛♳崧㚖ؾحءءى
زٝٓف㷕⿾䘔⻉׷醡鸡ׅ׾٦ؤهװ㷕暟颵⻉׷⢪欽ׅחծ䱖宏Ⳣ椚כ䊨㜥ךنٓ؝ؒ׷֮חٕؽ䊜ؖٔ٦ش،آ؎ٕ
ىכկ䊨㜥欽宏ׅד要ךⰋ䚍⨳ך爡⠓ה穗幥ך㖑㚖׶֮ד彁崧ךծ⻌碛剑㣐כ䊛崧㚖ؾحءءى׷կ䊨㜥ָׅ֮ד
կׅתְג׃倵׾⵸Ⳣ椚דծ倵鏣ⰻ׫湫䱸䒷ֹ鴥׵䊛ַؾحءء

崧㚖⥂Ⰻ
崧㚖תׂתׁכなׅٔתְג׸ׁ׵ׁחؙأկ
•  荈搫拄㹱
•  孡⦪㢌⹛ך䕦갟ך⸇鸞
•  宏颵寅厩
•  ⻉㷕暟颵ך崧⳿
•  弪㖑䌒ך㖈勻欰暟珏ך㋨㣟
ׅ⻉䓼׾⸃㔐䗁ךծ倵鏣כח䊨㜥ٕؽ٦ٔؖ
׶噟竰竲鎘歗ָ֮✲ה湍瀖な筜䚈㼎䘔鎘歗׷
կׅת

㹋颵涸׷זחأٓفח宏㼎瘻،ךث٦ٗف瘻
㹀
宏♶駈ח䝢ךֿ׬崧㚖ך⨳Ⰻ䚍ח顀柃ׅ׋׷
׷なחأٓفח㹋颵涸כ䊨㜥ٕؽծؖٔ٦׭
宏㼎瘻،׷״חث٦ٗفծ3ךא倯瘻׾䱰欽
կׅתְג׃
•  ؒ ֶח倵鏣דהֿ׷崞欽ׅ׾ّٝء٦ُٔاךنٓ؝
♳ぢך宏⢪欽⸬桦׷ֽ

•  崧㚖׷ֶֽחⰟ鸐ך宏㉏겗ך椚鍑הծ荈搫׾㛇湍٦ُٔا׋׃ה
㼎䘔׷״חّٝء

•  AWS㛇彊ך⾱⵱ך㹋倵

AWS㛇彊׾鸐ׄ׋䧭卓ך䲿⣘
כنٓ؝ؒ AWSךⶼ鏣ًٝ׶֮ד٦غծٕؖٔؽ٦䊨㜥׾ろ׬ 4倵鏣ד AWS钠鏾׾《䖤ְג׃
ծ׃盖椚׾ؙأٔג׃㼎䘔ח宏㉏겗ך倵鏣ꟼ鸬ד٦ؙٙي٦ٖؿךفحذأךאծ5כկAWS㛇彊ׅת
倵鏣ׅדך׮׷ׅز٦ه؟׾կぐ倵鏣ה٦تٕم٦ؙذأכⰟ鸐ך宏㉏겗גְאח鑧׃さְծ✲噟׾遤ֲ㖑㚖
爡⠓ךהꟼ⤘׾眠ֻ䗳要ָׅ֮ת׶կ

荈搫׾㛇湍ّء٦ُٔا׋׃הンך䱰欽
ծכד٦ٖغٕ،ؽٕ،䊛♴崧ؾحءءىך㖑䌒ةٕر䊛ؾحءءى
⨳ך欰暟珏ךծ侧㢳ֻ׶ֶג׸ׁ׵ׁח堣⽬ך重要な弪㖑ָ嶊徦ךא3
Ⰻ䚍ח㢳㣐な䕦갟׿ׇתיִַ♷׾կThe Nature Conservancy٦ػךה
佄䴂׾زؙؑآٗفٝـ٦ؙٔحٗכنٓ؝ծؒ׶״חفحء٦شز
חծワ鴟㖑㚖׭⸕ח䭁㣐ה㔐䗁ך弪㖑ך٦ؕ٦ؒ♰ծ1׃ 121⭙ؖٗン
4,580♰णך峿宏顕宏ꆀ׾䲿⣘ׅתְג׃կؒךنٓ؝顀柃׶״חծ
כ宏ꆀך䊛♳崧㚖ؾحءءى 1⭙ؖٗン37.9♰ण㔐䗁׋׃ת׃կ

䔲爡ךパ٦ト٦ش
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イノベーション

2019 年のイノベーション
デジタルを活かした洞察、水不足、水の安全に関するお客様のニーズに対応したイノベーションを
いくつかご紹介します。

エコラボは創業以来、お客様が抱える課題を解決するための化学製品と技術を開発してきました。
当社のソリューションは、オペレーション向上、事業リスクの軽減、環境への影響の最小化に役立
ちます。デジタルテクノロジーを通じて得られた洞察により、お客様の事業の成長とサステナビリ
ティ向上を支援します。

専門知識とデジタルイノベー
ションによるインパクト

水資源の健全性：RAPID BIO INTELLIGENCE

バイオフィルム（給水システムの表面に付着する有害バクテリア）
の増殖を防ぐことは、安全で効率的な冷却システムの運用、水やエ
ネルギーの使用量の最小化、機器の保護に不可欠です。 

Rapid Bio Intelligence は冷却水中の微生物レベルを測定し、結果を 
15 分以内にスマートフォンに送信します。他の試験法では最大 48 
時間かかる場合がありますが、この方法では非常に早く結果を得る
ことが可能となります。
冷却水中の細菌レベルに関する問題がリアルタイムでわかるので、
お客様はこれが懸念となる前に直ちに対応できます。Rapid Bio 
Intelligence は精度も高く、クラウドベースの記録に簡単にアクセス
できます。

水の安全情報（WATER SAFETY INTELLIGENCE）
水の安全に関する従来の慣行は、難易度が高くて時間もかかり、複
数のソースからのデータをまとめて評価する必要もありました。水
の安全についての明確なイメージを企業全体に浸透させることはさ
らに難しく、施設ごとに試験要件の準拠状況を判断するのは困難で
した。
Water Safety Intelligence は、ECOLAB3D™ を活用した高度な分析に
よって水の安全の積極的管理と迅速な対応をお客様に促すデジタル
サービスです。
Water Safety Intelligence は複数のソースからデータを集めて評価
することで、冷却水システムにレジオネラ菌（レジオネラ症を引き
起こす細菌）が繁殖するリスクをお客様が把握できるようにしま
す。高度な分析により、お客様は自社の水の安全プログラムの準拠
状況を施設単位で監視でき、レジオネラ菌繁殖リスクを評価して、 
リスクが問題として顕在化する前に先手を打って対応することがで
きます。

ECOLAB3D™：エコラボの安全なクラウドベースのデジタルプラッ
トフォーム  
お客様の水使用量の最小化、成果の最大化、費用の最適化に貢献
ECOLAB3D™ は、Microsoft と Accenture の協力を得て開発された
クラウドベースのデジタルプラットフォームです。エコラボのツー
ルやシステムからデータを収集して、リアルタイムで警告を促し、
プラントのオペレーションの強化とお客様の全施設を通じたパ
フォーマンスの評価を行います。このプラットフォームでは、食品・
飲料工場や発電所から病院にいたるまで、お客様の事業に固有の
ニーズに応じてソリューションをカスタマイズできます。

全世界で真水の不足が進行するなか、企業が水使用の状況を理解し
て知見を行動に移すことが、スマートな水管理において重要となり
ます。
ECOLAB3D™ は、企業の水使用の監視、管理、削減の方法の改善や
業績の向上、環境に与える影響の最小限化をサポートします。業界
屈指の包括的水ソリューションであるエコラボの 3D TRASAR™ テク
ノロジーのデジタル機能、革新的な化学薬品、リモート監視機能を
活用して、グローバルな事業パフォーマンスの推進や資産の強化、
水使用の削減を行う仕組みです。洞察から実行可能な成果を生み出
すことで、ECOLAB3D™ はより大きな価値を提供し、企業のサステ
ナビリティ目標と事業目標の達成を支援します。

カスタマーフォーカ
スのソリューション
開発

1,600
人の科学者、エンジニア、
技術専門家

124
カ所の製造施設

10,000+
件の有効特許

19
グローバルテクノロジー＆イ
ノベーションセンター
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エコラボの Smart Water Navigator は、業種、拠点、現在の水パ
フォーマンスに応じて、各施設に合った実践的で段階的なガイド
を作成する公開ツールです。
smartwaternavigator.com

エコラボが Trucost および Microsoft とのパートナーシップに
より開発した Water Risk Monetizer は、水に関するリスクを金
額に換算して企業の理解を促し、成長を可能にする責任ある意
思決定を支援します。
waterriskmonetizer.com

水管理ツール

スマートな水管理に向けた
アクションプラン策定

エコラボの水管理ツールとアクションプランにより、Digital Realty はより効果的な水管理戦略をデータセンターに適用できるようになり、
組織内の水使用についての理解も深まり、自社のオペレーションだけでなく流域と地域社会の改善や保護もできるようになりました。

世界各地でデータセンター、コロケーション、相互接続に関するソリューションを提供す
るグローバル企業の Digital Realty には、水戦略の改善、全社での水使用量の最小化、信頼
できるパフォーマンスの確保、水関連リスクからの事業保護という課題がありました。

担当チームは施設を優先度順に整理し、水関連リスクが最も大きい施設
を特定できるようにするマトリクスを作成しました。

エコラボの Smart Water Navigator を用い
て、各施設での水使用の慣行を評価する

ナルコウォーターの 3D TRASAR™ テクノロ
ジーを使って、効果的な水戦略を提供する

エコラボとのパートナーシップにより、同社は 3 ステップのアク
ションプランを策定しました。

このツールのおかげで担当チームは、各施設ごとに水の使用と効率の向
上のために現場のチームが実行できるよう具体的な手順に集中することが
できました。

ナルコウォーターの 3D TRASAR™ ダッシュボードが全社規模での水使用
の可視化、測定、監視を提供したことで、担当チームが各データセンター
の水使用状況を追跡、傾向を把握、比較できるようになり、水プロジェ
クトでの削減が数値化されました。

エコラボの Water Risk Monetizer を用いて、
早急に対処が必要なリスクの高い施設に優先
順位を付ける

ステップ 1： 結果：

結果：

結果：

ステップ 2：

ステップ 3：

DIGITAL REALTY の要望
• �自社のデータセンターのどこでどれだけの水が使用さ

れているかを把握したい
• �水の回復力と余裕を強化し、ますます大きくなる水の

量と質の問題に対応したい
• �デジタルツールを使って監視と測定を向上したい

エコラボサステナビリティレポート  2019  3029



製品のサステナビリティ

׃ꂁ䣁ח橆㞮ה➂
醡ㅷ鏣鎘׋

植㖈ծ醡ㅷךّٝء٦ُٔاהⰋ⡤涸な؎ؙٝػ
ծַָה縧ֻֿ׾搊挿חز ׏なח重要וקなְגא
醡׵醡鸡ַהծ⾱俱锃麦כדنٓ؝կׅؒתְג
ㅷ⢪欽ה剑穄Ⳣⴓ׷׋׻ח  醡ㅷٓ؎؟ؿ؎ؙٕⰋ
⡤׾罋䣁׋׃⺪䭍涸،דث٦ٗف醡ㅷ׾鏣鎘ג׃
׏הח橆㞮הծֶ㹏圫ָ➂ղ׶״ח׸կֿׅתְ
ֲ״׷遤ִ׾鼅䫛ׅ׵׋׮׾な䧭卓ـ؍ذآهג
կׅדך׷なח

2019䎃ծ䔲爡כ荈爡醡ㅷך䧭卓׾鐰⣣ׅ׷չꅾ銲זインパクトպ٦ٙي٦ٖؿ
ך穠卓重鋔㘗ֻב㛇ח猰㷕涸呎䬿כ׸կֿ׋׃ת׃㼪Ⰵ׾ؙ ׏״ח㛇彊ךא8
կֿׅדך׮׷佄䴂ׅ׾鏣鎘ך醡ㅷ׋䫇ִח剑㼭ꣲ׾䕦갟ךפ橆㞮הծ➂ղג
أ؍ذؙٓفزأكなٕغ٦ؚٗך؍ذٔؽشذأ؟醡ㅷכ٦ؙٙي٦ٖؿך
猰㷕宏彊ח׭׋爙ׅ׾䕦갟׷ִ♷ח橆㞮ה醡ㅷָ➂ղךծ䔲爡דך׮ֻב㛇ח
կׅתְג׃ⵃ欽׾

⦐➂欽⥂隊Ⱗ
(PPE)ָ♶銲

䭷爙鸐ח׶⢪欽
欰ⴓדהֿ׷ׅ
鍑〳腉

䭷爙鸐ח׶⢪
欽ׅל׸宏欰
欰暟ח搀㹱

搀リン֮כְ׷リンろ
剣ꆀの㼰ְז醡ㅷ

䐖唱暟הカーنンؿッ 
の⵴幾زプリンز

껺׶の㸜Ⰻ䚍 䳸涪䚍剣堣⻉さ
暟(VOC)ָ㼰ְז

➂の⨳䏿

橆㞮の㸜Ⰻ

醡ㅷ⢪欽の知殛⻉

重要な 
インパクト

パךآ٦؛حイّء٦كظン
׶》׾⵱⾱ךٝ؎ؠر䗃橆㘗׮חآ٦؛حػכדկ䔲爡ׅד鿇♧ך׫穈׶》׷ꟼׅח؍ذٔؽشذأ؟ךծ醡ㅷ׮竰竲涸な何㊣ךآ٦؛حػ
Ⰵ׸ծ䔲爡גְֶחّٝء٦ُٔا䐖唱暟׾⵴幾׃ծⱄⵃ欽׾ؙٕ؎؟ٔה㟓׾ّٝء٦كظ؎ׅװ竲ֽׅתկ

حػה醡ㅷ׋ֹגי重דת׸ֿ
״חّٝء٦كظ؎ךآ٦؛
زحؿؙحثأٓفכծ䔲爡׶
⢪欽ꆀؙحثأٓفزٝٔف
׃ת׶なה㣐䌴な⵴幾ָ〳腉ך
ٓفٝآ٦غծכկ2019䎃׋
׾⢪欽ꆀؙحثأ ه♰1,560
הկ醡岀׋׃ת׃⵴幾♳⟄سٝ
חّٝء٦كظ؎ךآ٦؛حػ
׶״ 2014䎃⟃꣬⵴幾ٓف׋׃
כ崧鸐ꆀךؙحثأ 8,680♰
կׅתן⿹חسٝه

30䎃⟃♳׶׋׻חծ䔲爡כ
⢪ְ䰍سؙحثأٓفךג
ⱄⵃ欽〳腉׾ز٦زװيٓ
なز٦زװيٓسծג׃׉
PORTA-FEED™ 㺁 㐻 ח 㢌 刿
ծ׃⢪欽ח䊨噟欽⻉㷕醡ㅷג׃
ֶ㹏圫ח剑넝ٖךٕك㸜Ⰻ׾
䲿⣘׋׃תֹג׃կ

⵴幾ךクحثأٓف ⱄⵃ欽〳腉זパآ٦؛ح

굸ㅷ遹欰䓼⻉؍ذٔؽشذأ؟הぢ♳׾湡涸يذأء׋׃ה

鑫稢כծ2019䎃ך⟰噟顑⟣ GRI㜠デ剅׀׾鋮ְֻׁ׌

1,560♰ 
أٓفٝآ٦غךسٝه

⵴幾׾ؙحث

8,680♰ 
崧ךؙحثأٓفךسٝه
鸐׾⵴幾 2014䎃⟃꣬

Quadexx™ Proכծֶ㹏圫ח⣣⦼׾䲿⣘׃なָ׵ծ䔲爡ٓفך
ծׅ׋弫׾倯⚕ךպ㛇彊زؙػٝ؎չ重要なה⵴幾湡垥ؙحثأ
կׅדך׮ת׋ך⸃ך䊨㷕يذأء

Quadexx™ Proכ荈⹛٦ُٓآٌך䒭⻉㷕暟颵锃さ醡⶝٦ٕخ
׾桦⸬ךծ䊨㜥׃⵴幾׾遹欰ꟼ鸬顤欽ךדծ굸ㅷ٥궪俱䊨㜥ד
넝ה׷׭ず儗חծ㸜Ⰻד䭯竲〳腉なⵃ渣ׅת׃׵׋׮׾կ

䲿⣘דآ٦؛حػⱄⵃ欽〳腉なכծֶ㹏圫׶״חيذأءךֿ
ַ׆׻׷׸ׁ 8珏겲ך넝慬䏝⻉㷕暟颵ַ׵ 100珏⟃♳ך醡ㅷ׾
⡲ׅתֹדָהֿ׷կ׋תծ✲⵸ח䋞ꅸ׋׃⻉㷕暟颵׾荈⹛涸
կׅת׃♳ぢ׮㸜Ⰻ䚍ךծ⡲噟罏דך׷锃さׅח
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ダイバーシティ＆インクルージョン

インクٕ٦؍ذء٦غイت
׶ֻב耵㜥׷鹌ׅ⤛׾ンّآ
㖑㚖爡⠓ג׃׉ծֶ㹏圫ծنٓ؝ծ䖞噟㆞ծؒכ耵㜥׋׸㹋植ָׁّٝآ٦ؙٕٝ؎؍ذء٦غ؎ت
ָⰟח䧭⸆ׅך׭׋׷重要な㛇湍ׅדկ䓼㔿な㛇湍׾眠ֻח׭׋ծ䔲爡ך䱰欽ծٔ٦ٖزفحء٦ت٦
׸ת鴥׫㛇劤倯ꆙָ穈׷ꟼׅחّٝآ٦ؙٕٝ؎؍ذء٦غ؎تծכחيؚٓٗفծ➂勞肪䧭ؚٝص
ךي٦ثדծ⚅歲鋉垷׭׋׷ֻא׾耵㜥橆㞮׷崞ַׇח㶷ⴓ׾⸃腉ך׵䖞噟㆞ָ荈ךגץկׅׅתְג
灇⥜侄肪ך٦ٕخה䲿⣘׾䓼⻉ׅתְג׃կ

鑫稢כծ2019 䎃ך⟰噟顑⟣  GRI 㜠デ剅׀׾鋮ְֻׁ׌

䔲爡ךגץׅך✲噟麊㌀؍ذء٦غ؎تגְֶח؎ؙّٕٝآ٦
ָٝ然㹋ח䱿鹌ֲׁ״׷׸ծ♳秷穗㌀ꤏָي٦ث剢⢽⠓陽ד重要な
䭷垥׶》װ穈׫圓䧭嫰׷ֶֽח㢳圫䚍ծ꧍欽䢪遤ծ➂勞ך笝䭯なו
կׅת׃鐰⣣׾鹌䯴朐屣ך

䔲爡ך䱰欽ծٔ �ծכחيؚٓٗفծ➂勞肪䧭ؚٝص٦ٖزفحء٦ت٦
ת鴥׫穈ָأٝت؎ؖ׷ꟼׅחّٝآ٦ؙٕٝ؎؍ذء٦غ؎ت
կׅתְג׸

•  劤䎃䏝כծManager Essentialsךيؚٓٗف♧橆ג׃ה 3,000➂
倜׷ꟼׅחّٝآ٦ؙٕٝ؎؍ذء٦غ؎ت٦ָٍآطوך♳⟄
կ׋׃ת׃闌」׾يؚٓٗف⥜灇ְ׃

•  ׁ ンّآインクٕ٦؍ذء٦غイتծManager Essentialsח׵
أ٦؝ؚٝص٦ٖزث٦؝٦تծٔ٦ֻץ׷ׅ⻉䓼׾⥜灇׷ꟼׅח
կ׋׃ת־♳׍甧ח׋倜׾

ծכ׫穈׶》ך䔲爡׷ꟼׅחّٝآ٦ؙٕٝ؎؍ذء٦غ؎ت
Diversity Best Practices Top 10% Inclusion Index㢳圫䚍ٓفزأك
⡘♳ךأ؍ذؙ 10%⺪䶏䭷侧ծBloomberg Gender Equality Index
Bloomberg歑㥍䎂瘝䭷侧なדו鐰⣣ׁׅתְג׸կ䔲爡ך碛㕂ד
ְג׃崞ַח㹋騧׾ן㷕וな׷ׅ⻉䓼׾⮉酡ך㦄屚洽♶װ균㶨篑穈כ
կׅת

2019䎃وךイٕأト٦ンה㹋籐
歑㥍꟦ך剣䠐ז顱ꆃ呓䊴׃ז
2018䎃ח痥♲罏堣ꟼג׏״ח遤׋׸׻碛㕂ך㜠ꂹ鋅湫ד׃ծ
佄׾顱ꆃחⰕ䎂׆׻㉏׾珏➂װ٦تٝؑآך䖞噟㆞כنٓ؝ؒ
䩪ָהֿ׷ְג׏然钠ׁ׋׃ת׸կ2019䎃ךֿכ崞⹛׾䭁㣐
ծ碛㕂׋תկׅת׃חֲ״׷ֹד庠㹀׾㹋籐דٕغ٦ؚٗג׃
ⰻכד 2䎃ח♧䏝⺪䭍涸な鋅湫׾׃遤ֲֿ׶ֶג׃חהծ如
כ 2020䎃ח㹋倵✮㹀ׅדկ

《箍䕵⠓׷ֶֽח㢳圫䚍ך䭁㣐
䔲爡ך《箍䕵⠓כ植㖈 38%ָ㥍䚍ծ15%ָ剣葿➂珏ד圓䧭ׁ
חծ䎃כ鐰⣣㛇彊ך圓䧭嫰ךדٕغկؚٗ٦ׅתְג׸ 2 㔐
Ⱅ䒭な鋅湫׾׃竰竲涸ח遤ׅתְג׏կ䕵㆞ٖכדٕكծ䎃劣
儗挿ד㥍䚍ָ ךծ2018䎃ד19% կ׋׃ת׃⸇㟓׮׶״17%

䖞噟㆞ָٔف٦ؚٕأ٦ا 16%䭁㣐
䔲爡ח ف٦ؚٕأ٦ا䖞噟㆞ٔ׷㶷㖈ׅف10ؚٕ٦
Employee Resource GroupERGכծؒךنٓ؝㢳圫䚍֮
Ⱏ剣ծך濼鋅ך♳耵腉Ꟛ涪ծ噟⹡ךծ䖞噟㆞׶֮ד韋䗙ך⻉俑׷
תְג׸崞欽ׁג׃ה㜥ך鹌⤛ך䌓㾩䠐陎הزًٝآ٦؜ٝؒ
ׅկ6,500➂鵚ְ⠓㆞ָծ⚅歲⚥׷֮ח ג׃⸇⿫ח佄鿇ך72
ךկ2019䎃儗挿ׅתְ ERG⠓㆞侧כ 16%㟓⸇׋׃ת׃կ

㥍䚍ך׭׋ך䊴ⴽ⻉㘗腉⸂Ꟛ涪⠓陽
2019䎃ծ碛㕂גְֶח חأ٦ٕإس٦ٕ؍ؿ噟鿇ָ✲ךא2
䖞✲ׅ׷㥍䚍ך׭׋ך䊴ⴽ⻉㘗腉⸂Ꟛ涪⠓陽ח⚺⪵罏ג׃ה⸇
կ׋׃ת׭　׾⸆竲ֻ䧭ח⪵ⴱ㔐Ꟛךծ2018䎃׶׻

䎂瘝岀ⵖ㹀׾䱿鹌ׅ׷⟰噟鸬䵿
Ⱅ孖埄㔚⡤ Human Rights Campaign ך Business Coalition for 
the Equality Act䎂瘝岀ⵖ㹀׾䱿鹌ׅ׷⟰噟鸬䵿׶׻⸇ח
կ׋׃ת

ղ➂׷ׅה䗳銲׾ֽ⸔
佄䴂ך㖑㚖爡⠓װ
34♰ نٓ؝ؒך♳⟄سٝه5,000
醡ㅷծ筨겘 ׾湱䔲ٕس♰170 World 
Emergency Reliefحء٦شز٦ػךה
➰㺔ח佸䴂崞⹛ך歲ぐ㖑⚅ג鸐ׄ׾ف
կ׋׃ת׃

鑫稢כծ2019䎃ך⟰噟顑⟣ GRI㜠デ剅׀׾鋮ְֻׁ׌

侄肪

侄肪׾أإؙ،ךפيؚٓٗفぢ♳׃ծꫬ
㼰䎃ח蔓遭װ橆㞮גְאח㷕ע堣⠓׾䲿⣘
կׅתְג׃佄䴂׾׫穈׶》׷ׅ

ٕس♰260
凃ך׃׵ぢ♳ח׭׋ךծꫬ㼰䎃٥侄肪ח
ꟼׅ׷佄䴂׾鸐ׄג䲿⣘STEM猰㷕٥
䪮遭٥䊨㷕٥侧㷕يؚٓٗفծ䎒⯢侄
肪ծ㣐㷕鹌㷕ծ荈搫װ荈搫⥂隊חꟼׅ׷

侄肪なו 

佄䴂

⸔䧭ꆃה侄肪׾鸐ׄגծ䔲爡׶》ך穈כ׫㖑㚖爡⠓׾䓼⻉׃ծ
䭯竲〳腉な《׶穈ך׫㹋騧ח䕵甧ׅתְג׏կ

450⟃♳ 
㛇نٓ؝ؒ׾ꬊ㌀ⵃ㔚⡤ך
ꆃך⸔䧭ꆃד佄䴂

 ٕس♰300
ٗف顀柃؍ذصُى؝׵䖞噟㆞ַ׾
ג鸐ׄ׾يؚٓ 2,500㔚⡤ח㺔➰կ
ד⸇鷄׮׵㛇ꆃַنٓ؝ؒ س♰100

➰㺔׾ٕ

 ٕس♰900
ꬊ㌀ⵃ㔚⡤⸔䧭ך㛇ꆃنٓ؝ؒ׾
ꆃ׾يؚٓٗف鸐ׄג⚅歲ぐ㖑ך

㔚⡤ח⸔䧭

⿫歗 

䔲爡ך䖞噟㆞כ荈׾ّٝءؙ،׵饯ֿ׃ծ⸔ָֽ䗳要な➂ղ׾佄䴂׃ծ
荈搫橆㞮ך㔐䗁׶》ח穈ׅתְד׿կ

62,000  
儗꟦

7,260  
،؍ذٝٓنך➂

310  

زؙؑآٗفך⟞
 ٕس♰160

湱䔲؍ذٝٓنך،崞⹛儗꟦

 ךنٓ؝ؒ
崞⹛ⴓꅿ

䖞噟㆞؍ذٝٓن׷״ח،崞⹛植暟㺔➰ծ
⟰噟㺔➰

 ⴓꅿ׷ְגג䔲׾㛇ꆃָ搊挿نٓ؝ؒ
 

ꫬ㼰䎃٥侄肪ծ䋐孖٥㖑㚖爡⠓ך肪䧭ծ蔓
遭٥俑⻉ծ橆㞮٥荈搫⥂隊

2019䎃䏝ךインパクト  

  ♳⟄ٕس♰1,300
 佄䴂؍ذصُى؝ך

コミュニティリレーション

ך؍ذصُى؝
䓼 ⻉ ׾ 湡 䭷 ׅ
パ٦トفحء٦ش

䔲爡כծ✲噟׾遤ֲ㖑㚖爡⠓גְֶחծ➂ղ
ג׃佄䴂׾崞⹛װيؚٓٗف׷㸚׾㖑椔ה
㺔➰ծךկ⟰噟㺔➰ծ⸔䧭ꆃծ醡ㅷׅתְ
欰כنٓ؝ծؒג鸐ׄ׾崞⹛،؍ذٝٓن
䡾禸ך何㊣ծ侄肪ך⤛鹌ծ⨳䏿ד崞孡֮׷
㖑㚖爡⠓ך佄䴂ח顀柃ׅת׃կ

2019䎃׶》ך穈׫

ؽشذأ؟نٓ؝ؒ ؍ٖذٔ 3433 2019 ز٦ه



安全安全

⼾馉׋׃㸜Ⰻ䚍ךפ
׫穈׶》
䔲爡ך✲噟崞⹛ַ׵䔲爡ָꟚ涪ׅ׷醡ㅷծֶ㹏圫חأؽ٦؟ךפ荚דת׷ծ䔲爡ך㸜
Ⰻחزًٝزحى؝ךפ㧅⼿׿ׇת׶֮כկⰋ䖞噟㆞ָ嫣傈搀✲ח䌓㸓ׅח׭׋׷ծ
✲佦ٗئծٔךؙأ⡚幾ծ׷װך٦غًٝي٦ث孡ה腉⸂ךぢ♳ח㽴⸂ׅתְג׃կ

2019䎃ח遤׋׏⼾馉׋׃㸜Ⰻ䚍׶》ךפ穈׫

2018 2019 変化率

⻌碛 1.55 1.48 -4%

パح٦ْٗ 0.90 0.80 -11%

クح؍ؿءパ،آ، * 0.50 0.63 26%

شイٍث٦ة٦ؚٖ 0.23 0.14 -39%

ًؕٔ،ンذٓ 0.99 0.62 -37%

⚥匌ֶؕٔؿ،ן״ * 0.35 0.58 66%

Ⰻ⡤نٓ؝ؒ 1.14 1.06 -7%

鎸ꐮ〳腉ז⸤⫴拄㹱涪欰桦53*3  
䖞噟㆞ 100➂䔲ך׶׋⫊氺罏侧

* ✲佦㜠デ⟝侧ָ嫰鯰涸㼰なְ׭׋ծ⵸䎃嫰ך㢌⻉ךⶴさָ㣐ֹֻなׅתְג׏

2018 2019 変化率

⻌碛 2.79 2.52 -10%

パح٦ْٗ 5.00 4.21 -16%

クح؍ؿءパ،آ، 2.06 1.84 -11%

شイٍث٦ة٦ؚٖ 1.80 1.17 -32%

ًؕٔ،ンذٓ 2.88 2.32 -19%

⚥匌ֶؕٔؿ،ן״ 2.52 2.41 -4%

Ⰻ⡤نٓ؝ؒ 3.08 2.68 -13%

筨鮦⚕✲佦桦57"3  
饥遤騃ꨄ ׶׋ٕ֮؎و♰100

կׅתְג־䲓׾湡垥ךٗئ⫊ծ頾ٗئ佦✲ד⠓爡Ⰻ⡤כنٓ؝ؒ
2019䎃כ娤❕✲佦ָ 1⟝涪欰׋׃ת׃կ2018䎃כة٦رך⟰噟ך顠
OSHA גץׅכ噟✲ٕغկؚٗ٦ׅתְג׸姻ׁ⥜ג׫Ꙣ׾⽱㡰װ　
כהֿ׷ⴓֽד䚍ⴽ׾䞔㜠ךկֿׅתְג׃彊䬿ח頾⫊㜠デ㛇彊ך
կ׿ׇתְג׸תろכة٦ر׷ꟼׅח杝甧锜頾噟罏׋תկ׿ׇתֹד

2018 2019 変化率

⻌碛 0.80 0.58 -28%

⠅噟拄㹱涪欰桦  
䖞噟㆞ ⠅噟傈侧ך׶׋֮➂100

ؑؐךي٦ؓؿزحٓف㜠デ欽ך佦✲ן״ֶ⫊頾׷ֶֽחنٓ؝ؒ
鷄騊ך⠅噟拄㹱涪欰桦ךדなְծ⻌碛⟃㢩׮הח獳遤ךפأ٦كـ
׮կ2020䎃׋׃ת׃ⴻ僇ָהֿ׷⡭㖑ָ֮ך何㊣ח顐䚍♧׷ꟼׅח
䒷ֹ竲ֹֿך挿׾何㊣ׅתְֹג׃կ

2018 2019 変化率

Ⰻ⡤نٓ؝ؒ 0.12 0.07 -42%

ꅾ㣐鮦⚕✲佦桦47"3  
饥遤騃ꨄ 重㣐鮦⚕✲佦涪欰⟝侧ך׶׋䔲ٕ؎و♰100

ꅾ㣐荈⹛鮦✲佦ך♴⟄כ갪湡׶״ח㹀纏ׁׅת׸կ
• 娤❕✲佦
• ➂魦✲佦
• 鮦⚕埆鯄✲佦

•  讒暟ծ،ٕח٦ٕ؝ꟼ⤘ׅ׷
✲佦

•  㕼㠫כ׋ת宏騟ךפ橆㞮涸崧
⳿✲周

ンؚصトٖ٦فحء٦ت٦ٔ
㸜Ⰻחꟼׅכדؚٝص٦ٖزفحء٦ت٦ٔ׷ծي٦ث٦ָٍآطو�
կׅת׃佄䴂חֲ״׷ֹד椚鍑׾倯岀׷ׅ⻉䓼׾⻉㸜Ⰻ俑ך
•  㸜Ⰻأٝو٦ؓؿػぢ♳׶》ך穈ח׫⿫⸇٦ٍآطو׷ְג׃�
ך䖞噟㆞ן״ֶ 100ָծ⼱傈׾أ٦؝ך「闌׋׃ת׃կ

倜Ⰵ爡㆞ぢֽトٖص٦ンؚ
㼎韋׾倜Ⰵ爡㆞ך䬐䔲أؽ٦؟٥أ٦ٕإծכדぐ✲噟鿇ךنٓ؝ؒ
կׅתְג׃㹋倵׾ؚٝص٦ٖزծ㛇劤涸な㸜Ⰻꟼ鸬ח
•  2019䎃כחծ湡垥ך ךך׮׋׏㾈ַなַכח100% 䖞噟㆞ך97%
ָⰅ爡ַ׵ 30傈⟃ⰻׅתְג׃✪⥜׾ؚٝص٦ٖزחկ

⸤⫴拄㹱涪欰桦כ 7%ծ⠅噟拄㹱涪欰桦כ 28%幾㼰׋׃ת׃կ 
䔲爡ך✲佦װ頾⫊׾幾׶》ך׭׋ׅ׵穈כד׫ծָؚٝص٦ٖز㣐ֹな䕵ⶴ׾卓ׅתְג׃׋կ
䔲爡כח如ֲ״ךなׅת׶ָ֮يؚٓٗفկ

トٖص٦ンؚ׾鸐ׄג

䖞噟㆞ؒךンًآ٦؜ント
㸜Ⰻ俑⻉׾ⶼ鸡ֶן״笝䭯ָׅزًٝآ٦؜ٝؒכח׭׋׷♶〳妀ד
ׅկ
䖞噟㆞نٓ؝ؒך85%  • չָ攦䗰׶》ח穈׷ְד׿պֿ ٦ؚٗך剑倜ָה
ךפ㸜Ⰻךדⰻنٓ؝կؒ׋׃ת׶ַ׻ד锃叨زًٝآ٦؜ٕٝؒغ
鑩ח٦ٔ؞ذؕزًٝآ٦؜넝ְؒٝ׮剑כ،؝أزًٝآ٦؜ٝؒ
䔲׃ծ➭ُٝث٦ؓؿך 500⟰噟׮׶״٦ؙوثٝكך 7%넝ְⶴさ
կ׋׃ד

⟰噟俑⻉ג׃ה

85%
剑倜ٕؒغ٦ؚٗךンًآ٦؜ント锃
叨ַ׋׏ַ׻׵չ攦䗰׶》ח穈׷ְד׿պ
ⶴさך䖞噟㆞نٓ؝ؒ

獳⹛גְֶח

饥遤騃ꨄ כ筨鮦⚕✲佦桦ך׶׋ٕ֮؎و♰��� 13%ծ�
重㣐鮦⚕✲佦桦כ 42%幾㼰׋׃ת׃կ

㹋籐ך➭ך׉

100%
ز♳٦ָ䗳要な鮦غ؎ٓس㼎韋ך

✪⥜׾أ٦؝ؚٝص٦ٖ

30% 
⻌碛أ٦ٕإך䬐䔲䖞噟㆞ぢֽ

ٗف庠✮؍ذؿ٦إ٦غ؎ٓس
أذزحٗ؎ػծ׶״חيؚٓ
׾佦✲דف٦ؚٕ׋׃㹋倵׾ز

30%⵴幾

㸜Ⰻחꟼׅ׷㹋籐
2013䎃⟃꣬ך㹋籐

2016䎃⟃꣬ך䔲爡ך㹋籐

59% ꅾ㣐鮦⚕✲佦桦ך幾㼰

37% 鎸ꐮ〳腉ז⸤⫴拄㹱涪
欰桦ך幾㼰

20% 筨鮦⚕✲佦桦ך幾㼰

43% ⠅噟拄㹱涪欰桦ך幾㼰

ؽشذأ؟نٓ؝ؒ ؍ٖذٔ 3635 2019 ز٦ه



受賞・表彰

穈׶》׷ꟼׅח؍ذٔؽشذأ؟爡⠓涸顑⟣ծךծ⟰噟ّٝء٦كظ؎ծفحء٦ت٦ٔךنٓ؝ؒ
կׅת׃➜稱׀׾鿇♧ךך׮׋׃颣」ָنٓ؝կׅؒתְג׸׵׭䎢ֻ钠כ׫

⥋걾ׁ׷׸パ٦ト׾٦ش
湡䭷ג׃

嚊銲

劤要秈晛כדծؒךنٓ؝ 2019䎃䏝ؽشذأ؟ز٦ٖه٦؝
زؙػٝ؎׮剑ג׃㼎חծ䔲爡ָ⚅歲׵ַ⚥ךز٦هٖ؍ذٔ
噟ծ㖑㚖爡⠓✲ך鿇ⴓֶ㹏圫ծ䔲爡׷罋ִה׷ְג׃ר⿹׾
կׅתְג׃➜稱׀׾׫穈׶》ך׉ծג䔲׾搊挿ח

نٓ؝ؒ 2019䎃䏝٦هٖ؍ذٔؽشذأ؟ز٦ٖه٦؝
ز 㜠 デ 劍 ꟦ 2019 䎃 1 剢 1 傈 ։ 12 剢 31 傈  ך Ⰻ 箟 ծכ
www.ecolab.com/sustainabilityַ׀׵鋮ְׅתֽ׌׋կ劤ٖ
 Globalـ؍ذ،ءص؎ؚٝ؍ذ٦هٖٕغծؚٗ٦כز٦ه
Reporting InitiativeךGRI垥彊חٝ؎ٓس؎ؖך彊䬿ׅתְג׃կ

䔲爡כծ鷲僇䚍ֶן״䞔㜠Ꟛ爙ח♧顐׶》ג׃穈׫ծDow 
Jones Sustainability IndexծRobecoSAM Sustainability 
AssessmentծCDP's Carbon, Water and Supply Chain 
surveysծMSCIծSustainalytics׮ח㼎䘔ׅתְג׃կׁח׵ծ
㕂鸬ؚٗן״ֶزؙػٝ؝٥ٕغ٦ CEO Water Mandateח⸇
湅׃ծֿ׶》ךפ׵׸穈ך׫♧橆ג׃הծCommunication on 
ProgressCOPך䎃如崞⹛㜠デ׾䲿⳿ׅתְג׃կ

劤要秈晛ח䲓鯹ׁחزؙػٝ؎٦وةأؕ׷ְג׸ꟼׅ׷✲⢽
կׅתְג׸׵ֽ➰酅ג׏״חⰋ⡤؍رةأأ٦؛כ

朐屣ծ䩛갫ծ׷ְג׃➜稱ד⢽✲׷ꟼׅחزؙػٝ؎٦وةأؕ
穠卓כծ暴㹀ך朐屣♴نٓ؝ؒךד醡ㅷֶ׾أؽ٦؟ן״ⵃ欽
ת鿇♧ך׉ծ׶ֶג׃⿾僥ח姻然׾穠卓׷׸䟝ׁ✮ח㜥さ׋׃
կ겲⡂ׅת׶㜥さָ֮׷֮דך׮ך㔿剣חⰋ鿇ָ䔲鑩✲⢽כ׋
ה׷なח穠卓ך♧ծずָׅת׸ת穠卓ָ鋅鴥ך겲⡂כד橆㞮ך
կ׿ׇת׶ꣲכ

ꅾ銲䚍

䰘ִծ⚅歲ח呌⚥ך噟䨌殛✲׾؍ذٔؽشذأ؟ծכنٓ؝ؒ
噟✲ד䭯竲〳腉な倯岀׶״ծ׃麦䧭׾䧭卓׋׸噟ָּׅ⟰ך⚥
ָ遤ֲִ״׷佄䴂ׅ׾ّٝء٦ُٔا׷䲿⣘ׅתְג׃կ䔲爡
ծ䔲כַ׷㹋騧ׅחֲ״ךו׾׸׉ծ׶֮ד重要כ׫穈׶》ך
爡ך䖞噟㆞ֶװ㹏圫ծ䫎项㹺ծ㖑㚖爡⠓ג׏הח重要ׅדկ

2019䎃䏝٦ًٓػךز٦هٖ؍ذٔؽشذأ؟ز٦ٖه٦؝
הծ✲噟䨌殛׶ꟼ䗰ָ֮׮剑ג׏הח٦تٕم٦ؙذأծכة
ꟼ鸬䚍ָ넝ֻծ⚅歲׶״׾幠患חծ׶״㸜Ⰻחծ׶״⨳䏿涸ח
׃寸㹀גְב㛇ח䖞ְծ䨌殛涸な鐰⣣ח⢪ㄏך䔲爡ְֲה׷ׅ
ה噟✲ךծ䔲爡כث٦ٗف،ךֿ׷㼎ׅחկ重要䚍ׅדך׮׋
䔲爡ֶָ㹏圫ח䲿⣘ׅ׷杝荈׾ّٝء٦ُٔاך鸐ׄגծ⚅歲
ךծ䔲爡ך׭׋׷㼎Ⳣׅח鿇♧ך醱꧟な铬겗׋׏鶕׃䊴׮剑ך
կׅתְג׃侭さח䨌殛؍ذٔؽشذأ؟ز٦ٖه٦؝

鑫稢ךث٦ٗف،ך䔲爡׷鐰⣣ׅ׾重要䚍ה؍ذٔؽشذأ؟
⟢噟顑⟰ךծ2019䎃כגְאח GRI㜠デ剅׀׾鋮ְֻׁ׌կ⚅歲ד剑׮⧌椚涸ז⟰噟

Ethisphere Institute ח ״ ׷ World’s Most Ethical 
Companies⚅歲ד剑׮⧌椚涸な⟰噟ח 13䎃鸬
竲ד鼅׋׃ת׸לկ

⚅歲ד剑׮獥额ׁ׷׸⟰噟
Fortune 钞 ך World’s Most Admired Companies 
⚅歲ד剑׮獥额ׁ׷׸⟰噟ח➙䎃׮鼅׸לծ⻉
㷕噟歲鿇Ꟍד 2⡘הな׋׃ת׶կ

㌀噟耵ָ剑ְ׋ֹ⫴׮⟰噟
Selling Power钞ך Best Company to Sell For 
㌀噟耵ָ剑ְ׋ֹ⫴׮⟰噟�
կ׋׃ת׸ל鼅׮䎃➙ח

✲噟

؍ذٔؽشذأ؟

⚅歲ד剑׮䭯竲〳腉ז⟰噟
Corporate Knight钞ך 100 list of the World’s Most 
Sustainable Corporations⚅歲ד剑׮䭯竲〳腉な
⟰噟 100爡ח鼅⳿ׁ׋׃ת׸կ

CDP宏؍ذُٔؗإ Aٔأト
䭯竲〳腉な宏盖椚׶》ך穈׾׫遤ֲ⟰噟׾邌䕤ׅ׷
CDP Water Security A ListCDP宏؍ذُٔؗإ
Aٔزأח鼅⳿ׁ׋׃ת׸կ

剑׮䭯竲〳腉ז⟰噟
Barron 钞 ך 2019 䎃 100 Most Sustainable 
Companies剑׮䭯竲〳腉な⟰噟 100爡ד 26⡘ח
鼅׋׃ת׸לկ

トךٕكٖفح䭯竲〳腉ז⟰噟
Dow Jones Sustainability Indices North America 
Index؍ذٔؽشذأ؟٥ؤ٦ّٝآ٥ؐت⻌碛
կ׋׃ת׸鼅㹀ׁחأؙحرٝ؎

剑׮⮚猕ז⟰噟䋐孖
Corporate Responsibility Magazine 钞 ך Best 
Corporate Citizens剑׮⮚猕な⟰噟䋐孖ד 8 
⡘ח鼅׋׃ת׸לկ

׋׸⮚ ESG⟰噟
橆㞮ծ爡⠓ծؖ׋׸⮚דأٝشغ㹋騧׾遤׷ְג׏
⟰噟׾邌䕤ׅ׷ FTSE4Good IndexFTSE4Good؎
חأؙحرٝ 5䎃鸬竲ד鼅׋׃ת׸לկ

耵㜥

剑׮㢳圫䚍׋׸⮚ח꧍欽⚺
Forbes钞ך Best Employers for Diversity剑׮㢳圫
䚍׋׸⮚ח꧍欽⚺ח 2䎃鸬竲ד鼅׋׃ת׸לկ

剑׋׸⮚׮耵㜥
Human Rights Coalition ׷״ח Best Place to Work 
for LGBT EqualityLGBTך䎂瘝חꟼג׃剑׋׸⮚׮
耵㜥ח鼅׋׃ת׸לկ⟰噟䎂瘝䭷垥כ弫挿׾栻䖤׃
կ׋׃ת

㥍䚍ג׏הח剑葺ך꧍欽⚺
Forbes钞ךBest Employers for Women㥍䚍׏הח
ח꧍欽⚺ך剑葺ג 2䎃鸬竲ד鼅׋׃ת׸לկ

BLOOMBERG歑㥍䎂瘝䭷侧
Bloombergך 2020䎃歑㥍䎂瘝䭷侧GEIGender 
Equality Indexך圓䧭⟰噟ח鼅׋׃ת׸לկ

NEWSWEEK钞ָ鼅ע⚅歲ד剑׮顑⟣֮׷⟰噟
Newsweek钞ָⴱג׭涪邌׋׃ America’s Most 
Responsible Companies碛㕂ד剑׮顑⟣֮׷⟰
噟ח鼅׋׃ת׸לկ

「㺁䚍׷֮ך⟰噟
Diversity Best Practices Inclusion Index㢳圫䚍ك
⡘♳ך㺁䚍䭷垥」أ؍ذؙٓفزأ ל鼅ח10%
կ׋׃ת׸
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